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古

田

榮

作

『
華
厳
経
』

は
、
日
本
人

に
親
し
ま
れ

て
い
る
大
乗
佛
典

の

一
つ
で
あ
る
。

日
光

の

「
華
厳

の
滝
」
や

「
華
厳

寺
」

(岐
阜

県
揖
斐
郡
谷
汲
村

の
名
刹

山
号

は

谷
汲
山
)
は

『
華
厳
経
』

に
因

む
名
を
有
す
る
代
表
的
な
も

の
で
あ
る
。
東
大
寺
を
本
山
と
す

る
華
厳
宗

は
、
南
都
六
宗

.
日
本
入
宗

の

一
つ
で
あ
り
、
釈
尊

一
代

の
教
を
五
教
+
宗
に
分
讐

.華
厳
経
』
を
最
も
勝
れ
た
も
の
と
判
芒

+
玄
門

.
六
相
円
融
の
教
義
を
以
て
、
事
事
無
凝

.
法
界
縁
起
の
宇
宙
論
を
立
て
た

謝

と
さ
れ
る
が
、

『華
厳
経
』

そ
の
も
の
が
浩
潮
か

つ
難
解

で
あ
り
、
今
日
で
は
巷
間

で
読
諦
さ
れ
る

こ
と
も
稀
と
な

っ
て
い
る
。

ー

本
稿
は

『
華
厳
経
』

に
説
か
れ
た
善
財
童
子
の
求
道
遍
歴

を
教
育
学

の
観
点

か
ら
考
察

し
よ
う

と
す

る
た
め
の
序
論
的
な
も

の
と
し

て

『
華
厳
経
』
が
何
を
説
き
、

ど
ん
な
世
界
観

の
上
に
立

っ
て

い
る
か
を
考
察
す

る
も

の
で
あ

る
。

聖
武
天
皇

が
天
平
十

二
年

(七
四
〇
年
)
新
羅

の
僧
審
祥
を
請
じ

て
、
は
じ
め
て

『
華
厳
経
』
を
講
ぜ
し

め
た
が
、

翌
年
華
厳
経

に
も
と
つ
く
盧
舎
那
佛
建
立
を

発
願
さ
れ
、

天
平
十
五
年

(七
四
三
年
)
、
近
江
信
楽
京

に
お

い
て
そ

の
鋳
造

に
着
手
し

た
。
同
十
入
年
、
予
定

の
ご
と
く
奈
良

に
遷
都
す
る
と
と
も

に
、
現
在

の

地

に
檀
を
構
築
し
た
が
、
そ

の
際
天
皇
は
自
ら

の
袖

で
土
を
運

ん
だ
、
と
さ
れ
る
。
翌
十
九
年
九
月
に
鋳
造
開
始
、

そ
れ
と
同
時

に
大
仏
殿

の
建
築

に
と
り

か
か

っ

た
。
天
平
二
十

一
年
二
月
陸
奥
国

で
黄
金
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
が
献

ぜ
ら
れ
る
や
、

天
皇

は
大

い
に
感
激
し

て
四
月
に
天
平
感
寳

と
改
元
し
、
大
佛

の
前

に
詣

で
て
、

自
ら
を
三
寳

の
奴
と
称
し
て
そ

の
誠
心
を
表
明
し

た
。
大
佛
殿

と
大
佛
と
は
天
平
勝
寳
三
年

(七
五

一
年
)

に
完
成
し
、
翌
四
年
四
月
開
眼
法
要

が
厳
修

さ
れ
た
。

イ

ン
ド
僧
菩
提
倦
那

(ボ
ー
デ
ィ
セ
ー
ナ
)
を
導
師

と
し
、
未
曾
有

の
盛
儀

で
あ

っ
た
と
さ
れ
る

(津

田
真

一

「
華
厳

経
」

中
村
元
編

『佛
教

経
典
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』
所
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)
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『
華
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)

奈
良

の
大
佛
開
眼
と

い
う

一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

た
ど
る
だ
け

で
も
、
『
華
厳
経
』

の
伝
来
や
経

の
シ

ン
ボ
ル
と
さ
れ
る
大
佛

(11
盧
舎
那
佛
)
開
眼
供
養

に
も
、

華
厳
経

の
も

つ
コ
ス
モ
ポ
リ
タ

ン
な
性
格
が
か
い
ま
見
ら
れ
る
。

こ
こ
で

『
華
厳

経
』

に
関
す
る
代
表
的
な
入
門
書

の
解
説
を
紹
介
し

て
み
よ
う
。

華
厳
経
…
…
宇
宙
に
お
け
る

一
切

の
事
象
は
互

い
に
依
存

し
融
通
し
て
成
立
し
て

い
る

の
で
あ
り
、
真
理

の
世
界

に
お

い
て
は
何
ら

の
隔
て
が
な

い
と

い
う

こ

と
を
説
く
。
自
利
行

と
利
他
行

と
の
円
満
相
即
を

め
ざ
す
菩
薩
行

の
実
践
や
、
部
分
的
に
説
か
れ
て

い
る
唯
心
説

は
よ
く
知

ら
れ

て
い
る

(中
村
元

「
経
典

に

つ
い
て
」

中
村

元
編

『佛
教
経
典
散
策
』
)
。

『
華
厳
経
』

は
歴
史
上
の
釈
尊

が
伽
耶

(ガ
ヤ
i
)

の
菩
提
樹
下

で
は
じ
め
て
無
上
正
等
覚

(無
上

に
し
て
完
全
な
る
さ
と
り
)
を
成
じ
て
、
第
二

の
七
日

の

農
朝

に
そ
の
境
界
を
そ

の
ま
ま
、
普
賢
菩
薩
に
説

い
た
も

の
と
さ
れ
る
。
な
ぜ
第
二

の
七
日
と
い
う

か
と

い
え
ば
、
釈
尊

は
最
初

の
七
日
間
は
、
自
ら

の
証
悟
し

た
真
理

の
境
地
を
自
ら
楽
し

ん
で

い
て
、
他

に
向

か

っ
て
説
法
し
な

か

っ
た
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
釈
尊
は
す
な
わ
ち
華
厳
経
世
界

(蓮
華
蔵
荘
厳
世
界
海
、

略
し

て
蓮
華
蔵
世
界
と
か
華
蔵
世
界
と
か

い
う
。
海

は
、
海

の
よ
う

に
広

い
、
と

い
う
讐
え
で
あ
る
)

の
教
主
盧
舎

那
仏

(<
巴
H
o
o
鋤
口
①

耀
き
わ
た
る
も

の
、

の
意
)

に
他
な
ら
な

い
。

こ
の
盧
舎
那
仏

に
関
し

て
、
仏
出
世

の
本
懐

は
衆
生

の
救
済

に
あ
り
、
だ
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生

の
機

に
応
同
し

て
唯

一
真
実

の
教
え
を
説
く

『法
華
経
』

が

一
番
尊

い
、

と

い
う

同
教

一
乗

の
立
場
か
ら
、
別
教

一
乗

(華
厳

の
教
説
は
釈
尊
内
証

の
境
界

で
、
唯

一
絶
対

の
教
え

で
あ
る
か
ら
、
他

の
、
機

.
対
象

に
応
じ

て
説
か
れ
た

い
か
な
る
教
え
か
ら
も
超
出
し
て
特
別
な
も

の
で
あ

る
と
す
る
立
場
)

の

『
華
厳
経
』

に
何

と
か
し
て
差
を

つ
け
よ
う

と
し
た
天
台
の
学
者

の
中
に
、

前
述

の

『梵
網
経
』

の
三
段
階

(我
已
百
阿
僧
砥
劫
修
行
心
地
。
以
之
爲
因
初
捨
凡
夫
成
等
正
畳
號
爲
盧
舎
那
。
住
蓮
花
憂
藏
世
界
海
。
其
憂
周
遍
有
千
葉
。

一

葉

一
世
界
爲
千
世
界
。
我
化
爲
千
繹
迦
採
千
世
界
。
後
就

一
葉
世
界
。
復
有
百
億
須
彌
山
百
億

日
月
百
億
四
天
下
百
億
南
閻
浮
提
。
百
億
菩
薩
繹
迦
坐
百
億
菩
提

樹
下
。
各
説
汝
所
問
菩
提
薩
垣
心
地
。
其
鯨
九
百
九
十
九
繹
迦
。
各
各

現
千
百
億
繹
迦
亦
復
如
是
。
千
花
上
佛
是
吾
化
身
。
千
百
億
繹
迦
是
千
繹
迦
化
身

。
吾
己

爲
本
原
名
爲
盧
舎
那
佛
。
)

の
仏

に
対
し
て
、
そ
れ
を
毘
盧
舎
那
、
盧
舎
那
、
釈
迦

に
配
し
、
こ
の
娑
婆
世
界

の
教
主
を
華
中

の
百
億

の
小
釈
迦

(
の
う

ち

の

一

人
)
と
す

る
説

が
あ
る
が
、
そ
れ
は
為
に
す
る
議
論

と

い
う

も

の
で
、
盧
舎

那
も
毘
盧
舎
那
も
同
じ
で

く
巴
『
o
o
雪

鋤
で
あ
る
。

…
…

『
華
厳
経
』

で
は
、

よ
く

一
即

一
切

一
切
即

一
と
か
、
主

伴
円
融
、
主

伴
互
具
な
ど
と
難
し

い
こ
と
を

い
う

が
、

そ
の
最
も
解
り
易

い
例

が
こ
こ
に
明
ら
か
に
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な
る
。

我

々
は
、
我

々

一
人

一
人

の
宇
宙
を
、
我

々
各
人

の
初
発
心
よ
り
現
等
覚

に

い
た
る
生
命

の
流
れ

の
全
過
程
を
半
径

と
し
た
円
形

と
し
て
表
象
す

る
こ
と
が
で

き
る
。

い
う

ま
で
も
な
く
、

こ
の
極
大

の
円
は
、
超
越
的

で
あ
る
と
同
時

に
内
在
的

で
あ
る
。
我

々
は
、
誰

で
も
、
自
ら
宇
宙

の
周
辺
か
ら
そ

の
中
心

に
向
か

っ

て
の
ほ
と
ん
ど
永
遠
な

る
過
程

(す
な
わ
ち
、
三
阿
僧
祇
に
わ
た
る
修
行

の
階
梯
)
を
歩
み
続
け
る
旅

人
で
あ

る
。
釈
尊

は
、

い
ま
彼

の
道

程
を
歩

み
尽
く
し
、

そ
の
円

の
中
心
点
に
坐
し

た
の
で
あ
る
が
、
そ

の
刹
那
、
そ

の
円

の
中
心

で
あ
る
彼
は
そ

の
円
全
体
と
同

一
に
な

る
。
彼

は

一
個

の
人
間
で
あ
り

な
が
ら
、
全
宇

宙

で
あ
る
、
さ
き
ほ
ど
の
こ
と
ば
で

い
え
ば
、

か
れ
は

「葉
中
百
億

の
小
釈
迦
」
に

一
人
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
ま
ま

「
台
上

の
盧
舎
那
仏
」

で
あ

る
。
歴
史
的

存
在
で
あ

る
釈
尊

に
お

い
て
華
厳
的
宇
宙

の
全
象
は
光
り
耀
く
。
そ
れ
が

『
華
厳
経
』

の
内
容

で
あ
る
。

『
華
厳
経
』
は

「
海
印
定
中
同
時

柄
現

の
説
」
と

い
わ
れ
る
。
成
道

の
瞬
間

の
釈
尊

の
内

面
は
、
波
が

一
切
無
く
な

っ
て
鏡

の
よ
う

に
澄
み
渡

っ
た
大
海
に
喩

え
ら
れ
る
。
か
か
る
精
神
集
注

の
状
態

(三
摩
地
、
定
)

の
中

に
宇
宙
全
体

の
過
去
現
在
未
来

に
わ
た
る
あ
ら
ゆ
る
印
象

が

一
時

に
柄
然
と
う

か
び
現
わ
れ
て
く

る
。
そ
れ
ら

の
印
象

は
、
何
と
も
言

い
難

い

一
種

の
荘
厳

(か
ざ
り
)
な

の
で
あ
る
。
釈
尊

の
さ
と
り
の
刹
那
、
世
界
は
美
し

い
か
ざ
り
で
満
ち

た
も

の
に
な
る
。

釈
尊
、
す
な
わ
ち
、
盧
舎
那
仏
は
前
述

の
ご
と
く
蓮
華

の
台
座

に
座
す

の
で
あ
る
が
、

こ
の
蓮
台
が
同
時

に
海

に
讐
え
ら
れ
る

べ
き
広
大
無
辺

の
世
界

と
し
て
の

広

が
り
を
有
し
、
あ

ら
ゆ
る
美
し

い
か
ざ
り
を
そ
の
中

に
宿
し

て
い
る

の
で
あ

っ
て
、

こ
の
世
界
を

「
蓮
華
台
蔵
世
界
海
」
と

い
う
と
き

の
台
蔵

と
は
、
梵
語

で

ひq
費
σ
冨

と

い
う

が
、

こ
れ
は
蓮

の
華

の
蕊

で
あ

る
と
と
も

に
、
す

べ
て
を
宿
す
胎

蔵
な

の
で
あ

る
。

で
は
、
そ

の
世
界
を
満

た
し

て

い
る
荘
厳
、

か
ざ
り
と
は

何

か
。
そ
れ
は
行

・
菩
薩
行
、
す
な
わ
ち
、
過
去
無
数
劫

に
釈
尊

が
積
集
し

た
行
為
が
、
釈
尊

の
さ
と
り
を
転
回
点
と
し

て
我

々
の
眼
に
も

み
え

る
美
し

い
も

の
、

と
し
て
出
現
し
た

の
で
あ

る
。

こ
の
荘
厳

の
世
界
を
真
正
面
か
ら
説

い
た
章

で
あ
る

「盧
舎
那
仏
品

第
二

の
二
」

の
冒
頭

に
、
普
賢
菩
薩

は
、
盧
舎
那
仏

の
代
理
と
な

っ
て
、

こ
の
世
界
を

聴
衆

で
あ

る
菩
薩

た
ち
に
説

い
て
聞

か
せ
る

の
で
あ
る
。

爾
時
普
賢
菩
薩
。
欲
分
別
開
示
故
。
告

一
切
衆
言
。
諸
佛
子
。
當
知
此
蓮
華
藏
世
界
海
。
是
盧
舎
那
佛
。
本
修
菩
薩
行
時
。
於
阿
僧
祓
世
界
微
塵
数
劫
之
所
嚴

浄
。
於

一
一
劫
。

恭
敬
供
養
世
界
微
塵
等
如
來
。

=

佛
所
。
浄
修
世
界
海
微
塵
数
願
行
。

…
…

(津

田
真

一

「華
厳
経
」

中
村
元
編

『
佛
教
経
典
散
策
』
。

梵
網
経

の
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引
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補
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)
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『華
厳
経
』
と
教
育

(
】
)

『華

厳
経
』

の
内
容

は
ブ

ッ
ダ

の
悟

り
を

そ
の
ま
ま
あ
ら
わ
し

た
も

の
で
あ
る
と

い
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
舎
利
弗
や
目
連

の
よ
う

な
す
ぐ
れ
た
弟
子

で

さ
え
も
、

お
し

か

つ
ん
ぼ
の
よ
う

に
な
に
も
理
解

で
き
な
か

っ
た
と
い
わ
れ
る
。

そ
れ
ほ
ど
に
こ
の
経
典

は
複
雑

で
あ
り
、
ま
た
　
洋
と
し
て

つ
か

み
ど

こ
ろ
な

い
。
な
に
か
途
方
も
な
く
大
き
な
、
大
海
原

の
よ
う
な
ブ

ッ
ダ

の
悟
り
が
、
ひ
た
ひ
た
と
わ
れ
わ
れ

の
心

に
も
う
ち
よ
せ
て
く
る
の
を
感
ず

る
。

そ

の
根
本
的
な
特
徴
は
、
事
事
無
凝

の
法
界
縁
起

の
思
想
に
も
と
つ
い
て

い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
究
極

の
真
理

の
立
場

か
ら
見
る
な
ら
ば
、

一

切

の
事
象

が
互

い
に
連
関

し
あ

っ
て
成
立
し
て

い
て
、
と
ど
こ
お
り
が
な

い
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。

こ
の
立
場

か
ち
菩
薩
行

の
実
践
を
説

い
て
い
る
。
菩
薩

の
修

行
に
は
自
利
と
利
他

の
二

つ
の
方
面
が
あ
る
が
、
菩
薩
に
と

っ
て
は
他

の
人

々
を
救
う

(衆
生
済
度
)
と

い
う

こ
と
が
、
自
利

で
あ
る
か
ら
、
自
利
即
利
他

で
あ

る

(中
村
元

「
解
説
」

中
村
元
編

『
大
乗
仏
典
』
)
。

『華
厳
経
』

の
主
な
舞
台
は

マ
ガ
タ
国

の
菩
提
道
場

(仏
陀
が
さ
と
り
を
開

い
た
場
所
)

で
あ

る
。
ま
ず
そ

こ
に
、
ま
さ
に
仏
陀
と
な

っ
た
ば
か
り

の
主

人
公

を
中
心
と
し
て
多
く

の
ボ
サ

ツ
た
ち
が
集

ま

っ
て
い
る
。

こ
の
世
界

の
み
で
は
な
く
四
方
四
維
上
下

の
十
方

に
あ
る
無
数

の
世
界
に
も
そ
れ
ぞ
れ
仏
陀
と

ボ
サ
ッ

た
ち
が

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
仏
陀
は

こ
と
ば
に
よ

っ
て
説
法

は
し
な

い
。
深

い
瞑
想

に
入
り
、
そ

の
力

に
よ

っ
て
光

明
が
耀
き
、
あ
ら
ゆ
る
世
界

が

映
し
だ
さ
れ
る
。
神
神
は
仏
陀
を
賞
讃
し

て
い
う
。

諸
佛
正
法
無
障
凝

而
能
照
現
無
量
土

衆
生
愚
擬
替
心
目

佛
現

一
切
妙
色
門

如
來
出
世
甚
難
値

観
見
如
來
無
量
徳

衆
生
没
在
煩
悩
海

無
数
方
便
皆
悉
現

周
満
十
方
無
量
界

一
切
悉
見
天
中
天

無
眼
輪
廻
生
死
中

善
念
樂
観
浄
眼
見

無
量
億
劫
時

一
遇

猶
如
明
照
見
衆
像

愚
擬
邪
濁
大
恐
怖

化
度

飼
切
衆
生
類

現
佛
境
界
難
思
議

無
量
劫
海
修
方
便

如
來
導
以
清
浄
道

佛
説
微
妙
総
持
門

離
諸
難
虚
適
衆
曾

三
世
諸
佛
所
得
法

佛
以
慈
悲
究
寛
度

離
垢
法
門
無
量
海

光
明
普
照
十
方
界

開
示
無
上
最
勝
門

如

一
切
刹
微
塵
等

唯
佛
世
尊
能
雁
時

教
化
衆
生
難
思
議

見
浄
境
界
如
天
傾

如
來
虜
世
無
所
依

清
浄
法
界
如
如
住

如
來
所
乗
無
上
道

調
伏

一
切
衆
生
故

一
切
衆
生
難
思
議

悉
観
念
此
功
徳
己

佛
放
無
量
大
光
明

法
身
清
浄
無
起
滅

寂
滅
微
妙
最
無
上

一
切
衆
生
莫
能
思

清
浮
慧
眼
能
照
見

佛
能
悉
現
浄
妙
法

樂
法
踊
躍
大
歓
喜

哨
一
光
明
無
量
佛

(36)



佛
身
清
浮
常
寂
然

無
量
方
便
難
思
議

如
來
妙
音
深
満
足

悉
於
如
來
身
中
現

佛
身
無
邊
如
虚
空

法
性
如
實
無
異
相

普
照
十
方
諸
世
界

是
智
慧
光
照
法
門

衆
生
随
類
悉
得
解

而
於
佛
身
無
分
別

智
光
浄
音
亦
如
是

是
名
樂
音
海
法
門

寂
滅
無
相
無
照
現

一
佛
刹
塵
諸
法
界

一
切
皆
謂
同
其
語

佛
身
如
空
不
可
壼

佛
於
諸
法
無
障
凝

見
佛
身
相
如
浮
雲

一
音
演
説
悉
無
鯨

梵
音
普
至
最
無
上

無
相
無
凝
普
示
現

猶
如
月
光
照

一
切

一
切
衆
生
莫
能
測

此
辮
塵
劫
演
不
蓋

十
方
三
世
佛
所
得

所
可
磨
現
如
幻
化

法
王
安
住
妙
法
堂

如
來
法
身
禅
境
界

是
名
光
照
心
法
門

一
切
菩
薩
方
便
行

神
攣
浄
音
靡
不
周

法
身
光
明
無
不
照

如
來
法
身
等
法
界

無
垢
妙
法
如
來
室

如
來
所
演

一
妙
音

佛
以
大
慈
如
虚
空

得
観
如
來
滅
擬
惑

普
導
衆
生
至
善
趣

無
量
劫
海
諸
佛
國

縁
性
無
造
非
眞
實

並日雁
心衆
山土
釆
心凱到
州現

清
浄
勝
眼
如
實
見

廣
大
法
海
説
無
絵

是
名
清
浮
慧
法
門

浄
見
智
慧
悉
充
漏

是
名
善
瞳
妙
法
門

皆
是
最
勝
慧
境
界

行
業
荘
嚴
現
世
間

如
來
法
王
化
衆
生

如
來
普
照
諸
世
間

佛
以

一
音
遍
十
方

一
切
衆
生
慢
高
山

永
離
悪
趣
諸
恐
怖

一
切
十
方
諸
佛
事

如
來
於
此
無
高
心

方
便
求
佛
無
所
有

随
順
諸
法
悉
調
伏

疑
地
枯
林
降
法
雨

是
名
勝
勇
善
法
門

佛
以
十
方
砕
無
鯨

是
名
寂
境
妙
法
門

此
衆

一
切
悉
得
見

是
大
力
瞳
妙
法
門

牽
之
+
方
不
可
得

世
間

一
切
上
妙
樂

衆
生
蒙
潤
疑
網
除

一
切
十
方
諸
佛
土

佛
慈
光
明
照
十
方

如
來
毛
孔
悉
放
光

如
來
法
界
漏
虚
空

法
身
於
世
難
思
議

聖
寂
滅
樂
爲
最
勝

是
實
冠
瞳
妙
法
門

入
佛

一
毛
猶
不
漏

是
名
光
憧
妙
法
門

随
其
所
磨
得
聞
法

是
名
浄
華
勝
法
門

如
來
普
現
磨
衆
生

(37)

 

法
身
示
現
無
眞
實

一
切
世
界
妙
音
聲

佛
徳
如
空
無
邊
際

求
空
邊
際
猶
可
得

『華
厳
経
』

出
生
自
在
如
是
見

悉
無
能
及
如
來
音

是
名
生
光
妙
法
門

佛

一
毛
孔
無
涯
限

と
教
育

(
一
)

無
量
劫
海
修
諸
行

一
音
遠
震
遍
十
方

三
世
無
量
劫
中
事

佛
徳
如
是
不
思
議

断
除
衆
生
愚
療
冥

是
名
勝
音
妙
法
門

世
界
成
敗
種
種
相

是
名
如
來
浄
知
見

如
來
智
慧
甚
清
浄

一
切
衆
生
諸
功
徳

於

一
毛
孔
悉
能
現

佛
於
先
世
無
量
劫

是
名
佛
慧
除
疫
力

不
及
如
來

一
相
福

是
名
清
浮
無
上
智

具
漏

一
切
波
羅
蜜



『
華

厳

経

』

と

教

育

(
一
)

勤
修
精
進
無
厭
怠

観
見
如
來

一
毛
孔

能
教
衆
生
清
浄
道

生
老
病
死
憂
悲
苦

一
切
善
行
悉
了
知

無
上
大
聖

一
妙
身

遠
離

一
切
諸
魔
事

眼
品
L
よ
り
)

是
名
樂
見
浄
法
門

]
切
衆
生
悉
入
中

佛
爲

一
切
智
慧
燈

毒
害
逼
切
悩
衆
生

是
名
樂
化
明
法
門

慮
化
周
漏

一
切
世

是
名
清
潭
妙
境
界

行
業
因
縁
難
思
議

衆
生
亦
無
往
來
想

如
來
法
身
甚
彌
噴

爲
斯
等
類
起
慈
悲

無
量
総
持
無
邊
際

釆
心現

一
切
衆
生
⊥削

佛
於

一
切
大
衆
海

佛
爲
衆
生
説
無
餓

是
名
諸
方
照
法
門

周
遍
十
方
無
涯
際

以
無
壷
智
示
菩
提

如
來
辮
海
無
窮
蓋

是
名
善
光
勝
境
界

虜
此
衆
會
悉
遍
照

普
現
諸
法
浄
無
稜

佛
於
無
量
大
劫
海

智
慧
光
明
方
便
力

如
來
智
慧
随
順
覧

能
韓
清
浮
妙
法
輪

衆
生

一
見
如
來
身

善
爲
衆
生
雨
法
雨

是
名
無
上
深
法
門

生
死
煩
悩
永
己
蓋

寂
滅
輝
樂
亦
無
邊

了
達
三
世
無
障
凝

是
名
須
彌
総
持
門

悉
能
断
除
衆
煩
悩

是
名
普
音
構
法
門

(以
上

「
世
間
浄

経
験
的
な
立
場

で

い
え
ば
、
仏
陀
は
菩
提
道
場
に
お

い
て
は
説
法
を
せ
ず

、
パ
ー
ラ
ー
ナ
シ
ー

の
郊
外

に
赴
き
、
そ

こ
で
始
め
て
五
人

の
修
行
者

の
た
め
の
教

え
を
述

べ
た
.

し
か
し

.華
厳
経
』
に
お
け
る
韮
、薩
道
場

に
お
け
る
仏
陀

の
沈
黙
の
駿

こ
そ
ま
さ
に
説
法
中

の
説
法

で
あ
る
.
五
人
の
修
行
者

に
対
す

る
説
法

謝

等
は
相
手

の
立
場

に
適
応

さ
せ
た
、

い
わ
ば
制
限

つ
き

の
説
法

で
あ
る
が
、
仏
陀

の
境
地
そ

の
も

の
は
、
そ
れ
よ
り
も
遥

か
に
崇
高
遠
大
な
も

の
で
な
け
れ
ば
な

ー

ら
な

い
。
し
か
し
そ
の
絶
対

の
境
地
は

ふ
つ
う

の
言
語

で
は
表
現

で
き
な

い
か
ら
仏
陀

は
沈
黙
し

て
深

い
瞑
想

に
入
る
。

そ
の
仏
陀

の
威
力
を
う
け
た
神
神
が
仏

陀

の
徳
を

た
た
え
る
こ
と

に
よ

っ
て
絶
対

の
境
地
を
示
唆
す

る
の
が
右

に
抜
粋
し
た
第

一
章

の
文

で
あ

る
。

仏
陀
は
多
く

の
生
涯

の
あ

い
だ
ボ
サ

ツ
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
修
行
を
し

た
結
果
、
仏
陀

に
な
ら
れ
た
。
仏
陀
は
完
全
な
智
慧
と
慈

悲
と
を
そ
な
え
、
あ
ら
ゆ
る
生

き
も
の
を
救
済
す

る
。
生

き
も

の
は
生

死
を
繰
り
返
し
、
自
己

の
無
知

と
悪
と
に
苦
し
ん

で
い
る
。
仏
陀
は
あ
ら
ゆ
る
方
便
を
用

い
、
す

べ
て
の
も

の
が
絶
対
安

全
な
境
地

に
到
達
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
指
導
し
て
く
だ
さ
る
。
仏
陀

の
お
姿
を
お
が
ん
だ
だ
け

で
人
人
は
崇
高
な
体
験
を
す
る
。

大
略
以
上

の
よ
う
な
意

味
で
あ

る
が

『
華
厳
経
』
ぜ
ん
た

い
の
中
枢

で
あ
る
仏
陀
観

は
ほ
ぼ
こ
こ
に
示
さ
れ
て

い
る
と
み
て
も
よ

い
。
歴
史
上

の
仏
陀
シ
ャ
ー

キ

ャ
ム
ニ
と
し

て
わ
れ
わ
れ
が
理
解

し
て

い
る
も
の
と
本
質
的

に
は
同

一
で
あ
り
、
そ
れ
を

い
っ
そ
う
拡
充
し

た
も

の
が

『
華
厳
経
』

の
仏
陀
ー

ヴ
ァ
イ

ロ
ー

チ

ャ
ナ

(<
9
貯
o
o
碧

9

毘
盧
舎
那
)
i

で
あ
る
。
「
無
垢

の
妙
法

は
如
来

の
宝
」

(
『
入
十
華
厳
』

で
は

「
広
大
な
る
法
性

の
中

に
住
す
」
)
と

い
う

と
き
、
真

理
そ

の
も

の
が
す
な
わ
ち
仏
陀
と

一
致
し
、
宇
宙
そ
の
も
の
と
等
し

い
。
汎
神
論

に
対
し
て

"
汎
仏
論
"
と
よ
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
出
現
し
た
ひ
と
り
の
仏
陀



に
ほ
か
な
ら
な

い
。
"
海
"
"
空
"
"
光
"

は
す

べ
て
限
り
な
き
も

の
の
象
徴

で
あ

っ
て
、

こ
の
経
典
ぜ
ん
た

い
に
繰
り
返
さ

れ
て
、
華
厳
荘
厳

で
あ

る
。

い
た
る

と

こ
ろ
に
用

い
ら
れ
る

"
十
"
と

い
う
数
字
は
完
成

と
無

限

の
象
徴

で
あ

る
。

し
か
し
ま
た

"
仏
陀

へ
の
道
"
す
な
わ
ち
ボ
サ

ツ
と
し
て
の
修
行

は
遠
く
か

つ
困
難

で
あ
り
、

こ
れ
が

『華
厳
経
』

の
第
二

の
テ
ー

マ
で
あ

る
。

ボ
サ
ツ
を
代
表
し
て
普
賢

ボ
サ

ツ
は
会
衆

一
同
を
見
渡
し
て

い
う
。

是
時
普

賢
菩
薩
。
成
就
不
可
思
議
方
便
法
門
海
。
能

入
如
來
無
量
功
徳
海
。
所
謂
出
生
究
寛
浮
諸
佛
土
調
伏
衆
生
法
門
。
詣
諸
佛
所
能
起

一
切
具
足
功
徳
法

門
。
菩
薩
諸
地
願
行
法
門
。
普

門
示
現
法
界
塵
数
身
雲
法
門
。
持
諸
佛
土
不
可
思
議
方
便
輪
法
門
。

一
切
衆
生
中
自
在
顯
現
無
量
無
邊
菩
薩
境

界
法
門
。
於

]

念
中
知
三
世
劫
生
滅
法
門
。
分
別
顯
現

一
切
菩
薩
諸
根
境
界
海
法
門
。
其
身
自
在
充
漏
無
量
無
邊
法
界
法
門
。

一
切
菩
薩
種
種
方
便
廣
分
別
法

入

一
切
智
方
便

法
門
。
爾
時
普
賢
菩
薩
。
劫
観

}
切
大
衆
。
以
偶
頒
日

最
勝
嚴
浄

師
子
座
上

佛
示

一
切

無
有
邊
際

佛
於
方
便

遍
諸
道
場

不
可
思
議

所
有
境
界

佛
以

一
言

無
数
佛
土

一
切
塵
中

諸
菩
薩
行

微
塵
敷
等

悉
已
清
浮

演
暢
最
勝

世
護
能
見

離
垢
如
來

説

一
切
地

無
量
浄
色

亦
復
如
是

説
諸
方
便

諸
化
佛
身

調
伏
衆
生

菩
薩
本
行

無
量
大
衆

猶
如
盧
空

一
切
法
相

甚
深
功
徳

而
如
來
身

不
可
思
議

教
導
無
量

令
除
垢
積

一
切
三
世

数
不
可
壷

清
浄
無
著

皆
悉
窮
蓋

眞
浄
離
垢

亦
不
往
彼

令
諸
佛
子

衆
生
等
類

一
切
塵
数

所
有
劫
数

如
來
眞
子

等
眞
法
性

無
量
方
便

佛
子
充
満

普
現
佛
土

入
浄
法
界

一
切
十
方

諸
佛
國
土

於
念
念
中

欲
観
佛
地

現
化
無
量

一
一
門
中

常
聞
妙
法

功
徳
境
界

離
垢
浄
眼

如
來
刹
土

如
來
示
現

悉
見
無
絵

一
切
法
門

不
可
窮
書

演
暢
諸
法

不
思
議
音

悉
入
無
量

住
深
法
性

世
尊
皆
悉

無
量
自
在

観
彼
生
滅

虹
描旦里
鉦
描邊

悉
坐
道
樹

亦
悉
無
蝕

こ

の
よ
う

に
し
て
仏
陀
そ

の
も

の
の
絶
対
的

で
同
時

に
現
実
的

で
も
あ

る
性
格
と
、

ボ
サ

ツ
修
行

の
道
と
を
二
大
テ
ー

マ
と
し
て

の
で
あ

る

(渡
辺
照
宏
著

『
お
経

の
話
』
。
該
当
す
る
偶
頒

は
全
句

を
提
示
し

た
。
太
字

が
渡
辺
氏
が
引
用
し
て

い
る
部
分

た
渡
辺
氏
が
付

け
た
読

み
下
し
文
は
割
愛
し

た
)
。

『
華

厳

経

』

と
教

育

(
一
)

見
佛
虚
此

諸
地
方
便

十
方
無
量

爲
平
等
護

梵
音
和
雅

如
實
法
相

非
諸
佛
子

成
等
正
畳

(以
上

「世
間
浄
眼
品
」
よ
り
)

『華
厳
経
』
が
展
開
さ
れ
る

そ
の
他
は
引
用
者
が
補

っ
た
。
ま
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『
華

厳

経

』

と
教

育

(
一
)

『
華
厳
経
』

は

い
か
な
る
経
典
か
。
そ
れ
は
釈
迦

の
悟
り
を
そ
の
ま
ま
表
現
し
た
も

の
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て

い
る
。
と
こ
ろ
で
、
:
・…
悟
り
と

い
う

の
は
、

束
縛

か
ら

の
解

放
で
あ
り
、
目
覚
め
で
あ

る
。
目
覚

め
て
み
る
と
、
自
分
に
は
何
も

の
も
な

い
、
目
覚

め
た
と

い
う
或
る
も

の
も
な

い
、
徹
底
的

に
無

で
あ

る
。

し
か
し
目
覚
め

の
世
界

は
無
限

で
あ

り
、
絶
対

で
あ
り
、
そ
え
な
れ
ば

こ
そ
自
由

で
あ
る
。

こ
の
絶
対
無

限
の
自
由
は
、
も
は
や
目
覚
め
た
も

の
ひ
と
り

の
所
有
物

で
は
な
く
、
我
を
大
き
く
包

ん
で
宇
宙

に
ひ
ろ
が
り
、
さ
ら

に
宇
宙
そ

の
も

の
を
も
包

ん
で
い
る
。
宇
宙

に
遍
満
し
て
、
し
か
も
宇
宙
を
包

ん
で
い
る
も

の
こ
そ
、
『
華
厳
経
』

の
ヴ
ィ

ル
シ
ャ
ナ
佛

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
宇
宙

そ

の
も

の
、
宇
宙
そ

の

も

の
、
宇
宙

の
果

て
し
な
き
本
体
、

そ
れ

が
こ
の
佛
な

の
で
あ

る
。
ヴ
ィ

ル
シ
ャ
ナ

(<
9。
貯
0
8
8

)
と
は
光

の
意
味

で
あ
り
、

こ
の
佛

は
光

の
佛

で
あ

る
。
光

と

い

っ
て
も
眼

に
見
え
る
光
で
は
な

い
。
目
覚

め
の
光
明

で
あ

る
。
だ
か
ら
ヴ
ィ

ル
シ

ャ
ナ
佛
は
、
色
も
形
も
な

い
法
身
佛

で
あ
る
。
真
理

.
真
実
そ

の
も

の
を

身
体
と
し
て

い
る
佛
で
あ
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、
宇
宙
そ

の
も

の
、
宇
宙

の
本
体

は
、
目
覚

め
の
光
明
で
あ
り
、
そ
れ
が
ヴ
ィ
ル
シ

ャ
ナ
佛

で
あ

る
。

ヴ
ィ

ル
シ
ャ
ナ
佛
は
、
も
は
や
わ
れ
わ
れ

の
こ
と
ば

に
も
心

に
も
乗

ら
な

い
。
何
と
も
説
明

で
き
な

い
。
し
か
し
宇
宙

そ
の
も

の
で
あ
る
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
自

身
を
も
貫

い
て

い
る
。

だ
か
ら
自
己
そ
の
も

の
、
自
己

の
本
体

と

い
っ
て
も
よ

い
。
け
れ
ど
も
ど
う

し
て
も
憶
う

こ
と
も
考
え
る
こ
と
も

で
き
な

い
。

そ
う

し
て
み
る
と
、
わ
れ
わ
れ

の
現
実

の
世
界

は
、
ヴ
ィ

ル
シ

ャ
ナ
佛

の
な

か
で
活
動
し
て

い
る

こ
と
に
な
る
。

こ
こ
に
、

『華
厳
経
』

に
お
け
る
信
ず

る
と

い
う

こ
と

の
究
極
が
あ
る
と

い
っ
て
よ
い
。

つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
の
意
識
面

で
は
憶
う

こ
と
も
考
え
る
こ
と
も
で
き
な

い
宇
宙

の
光

が
、
実

は
わ
れ
わ
れ

の
全
人

格
を
貫

い
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
は
そ

の
光

の
な
か
で
働

い
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
信
ず
る

の
で
あ
る
。

こ
の
信

こ
そ

が
、
わ
れ
わ
れ
の
主
体
的
な
行
為

の
出
発
点

で
あ
る
。

こ
れ

は
、

]
見

い
か
に
も
不
合
理
な
よ
う

に
見
え
る
。
と

い
う

の
は
、
考
え
る

こ
と
の
不

可
能
な

こ
と
を
信
ぜ
よ

と
い
う

の
は
、

理
性

に
反
し

て

い
る

と
思
わ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
…
…

わ
れ
わ
れ
は
、
も
の
を
考
え
る
と

い
う

と
き

に
は
意

識

の
面

で
考
え
る
ほ
か
は
な

い
。
意
識
が
平
静

で
あ
る
と
き
に
は
、
比
較
的
客
観
的

に
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
意
識

が
混
乱
し
て

い
る
と
き

に
は
、
考
え

る
こ
と
も
冷
静

で
な
く
な
る
。

こ
の
よ
う
な
思
惟

は
、
実
際

に
は
わ
れ
わ
れ

の
意
識
に
も

と
つ
い
て
行
わ
れ

て
い
る
。

理
性

と
い
う

の
は
、
平
静
な
意
識

に
お
け
る
思
惟
作
用

の
・王
体
者
に
か
か
わ

っ
て
は
い
る
が
、
具
体
的
な
人
格

で
は
な
く
、
抽
象

さ
れ
た
主
権

で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
理
性
的
と

い
う

こ
と
は
、
意
識

と
あ

い
伴

っ
て
実
現
さ
れ
る
。
あ
る
限
ら
れ
た
意
識
に
も
と
つ

い
て

い
る
理
性

の
判
断

と
、
そ
れ
よ
り
も
拡
張
さ
れ

た
意
識

に
も
と

つ
い
て
い
る
理
性

の
そ
れ
と
は
、
性
質

が
異
な

っ
て
く

る
。
深
層
心
理
学
的

に
い
え
ば
、
意
識

が
無
意
識

の
領
域

ま
で
拡
げ
ら
れ
深
ま

っ
て
く
る

(40)



と
、

そ
の
際

の
理
性

の
判
断

が
異
な

っ
て
く
る
よ
う

な
も

の
で
あ
る
。
…
…

意
識

の
根
底

に
あ
る
も

の
、
あ
る

い
は
意
識
を
包
む
も

の
、
そ
う

い
う
無
意
識
あ

る
い
は
超
意
識

の
世
界

の
実
在
す

る
こ
と
を
否
む
こ
と
は
で
き
な

い
し
、
し

か
も

そ
れ

が
混
乱
し
た
心
に
と

っ
て
は
光

明
で
あ

る
こ
と
も
否
定
し
え
な

い
。
意
識

で
は
考
え
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
が
、
意
識
の
棚
が
破
れ

て
み
る
と
、
そ
れ
こ

そ
が
実
在
的
で
あ
り
、
自
然

で
あ
る
と

い
う

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
う
し

て
み
る
と
、
意
識
で
は
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
が
理
性
的

で
な

い
の
で
は
な
く
、
意
識
に
お

い
て
も
、
ま
た
意
識

の
棚
を
破

っ
て
も
な
お
不
当
な

こ
と
が
理
性
的
で
な

い
と
い
え
よ
う
。
…
…
理
性
的

と

い
う

こ
と
は
、

つ
ね
に
意
識
を
伴

っ
て
異

い
る
し
、

か

つ
そ

の
意

識
は
無
意
識

・
超
意
識
に
ま
で
拡
大

・
深
化

さ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

『華
厳
経
』

に
お
け

る
信

と

い
う
も

の
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
超
意
識

の
世

界

に
お
け
る
釈
迦

の
悟
り
を
、
意
識

の
世

界
に
あ
る
わ
れ
わ
れ
に
納
得

せ
し

め
よ
う

と
す

る
第

一
歩
で
あ

る
。

こ
こ
に

い
う
信

は
反
理
性
的

で
は
な
く
、
か
え

っ

て
も

っ
と
も
本
来
的
に
理
性
的

で
あ
る
。

し
か
も

こ
の
第

一
歩
は
、
そ
の
後

に

つ
づ
く
わ
れ
わ
れ

の
人
生
訓
練

(坐
禅

・
念
仏

・
戒
律

・
知
恵
な

ど
の
行
道
)

の
、

永
遠

の
指
標
と
な
る
も

の
で
あ

る
。
意
識

で
は
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
を
信
ず

る
と

い
う
点
で
は
、
そ

の
よ
う
な
信
は
脆
弱

で
あ

る
。

つ
ね

に
よ
ろ

め
く
し
か
し
、

本
来
的

に
そ
れ
は
不
合
理
で
は
な

い
と

い
う

こ
と
が
認
識

さ
れ
始

め
、
同
時

に
人
生
訓
練
が
深
ま

っ
て
く

る
こ
と
に
よ

っ
て
超
意
識

の
領
域
に
目
覚

め
始
め
て
く

Dq

る
と
、
信

は
し
だ

い
に
強
固
な
も

の

・
ゆ
る
ぎ
な

い
も

の
と
な
り
、

そ
し
て

つ
い
に
は
、
本
来
的

に
理
性
的
な
る
も

の
の
世
界

(釈
迦
の
悟

り
)

が
開
示
さ
れ
、

信

は
ま

っ
た
く
知
恵
と

一
つ
に
な
る

の
で
あ

る
。

と
こ
ろ

で
信
と
と
も

に
強
調
さ
れ
る

の
は
行

で
あ
る
。
行

は
実
践

で
あ
り
、
社
会
活
動
で
あ
る
。
と
く

に

『華
厳
経
』
に
お
い
て
は
、
衆
生
と

と
も

に
、

か

つ

衆
生

の
な

か
で
活
動
す

る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て

い
る
。
と

い
う

の
は
、
悟
り
は
け

っ
し

て
個
人

の
も

の
で
は
な
く
、
釈
迦

の
悟
り

で
あ
り
、
宇
宙

の
光
明
だ
か
ら

で
あ

る
。
し
た
が

っ
て

一
切

の
衆
生
が
ひ
と
し
く
悟
り
に
向
う

こ
と
が
、

こ
の
結
果

の
本
旨

で
あ
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、
社
会
活
動

は
宇
宙

の
光

明
に
よ

っ
て
貫

か
れ
て
お
り
、
ま

た
そ
の
光
明

の
な
か
で
行
な
わ
れ
て

い
る
。
そ
う

し
て
み
る
と
、
社
会
活
動
は
お

の
ず
か
ら
光

明
の
規
範
を
受
け

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ま

さ
し
く
衆
生
や
世
界

の
実
相
を
究

明
す
る

こ
と
で
あ
り
、

つ
い
に
は
衆
生
を
し

て
究
極

の
悟
り

に
達
せ
し

む
る

こ
と
に
ほ
か
な
ら
な

い
。

『華
厳
経
』

は
、

こ
の
よ
う

に
釈
迦

の
悟

り

の
世
界
を
表
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ

の
悟
り

の
な
か
で
、
わ
れ
わ
れ
は

い
か
に
衆
生
と

と
も

に
人
生
を

訓
練
す

べ
き
か
を
説
示
し
た
も

の
で
あ
る

(玉

城
康
四
郎

『
華
厳
経
』

武
内
義
範

・
梅
原
猛
編

『
日
本

の
佛
典

』
)
。

『華
厳
経
』

の
教
え
を
よ
り
的
確

に
理
解
す

る
た
め
に
、
専
門
書

の
示
す
と
こ
ろ
を
見

て
み
よ
う
。

『華
厳
経
』
と
教
育

(
こ



『
華

厳

経

』

と
教

育

(
一
)

川
田
熊
太
郎
氏

に
よ
れ
ば
、
『
華
厳
経
』

は
、

『大
方
廣
佛
華
嚴
経
』

の
通
称

で
あ
り
、
東
流
略
本

に
よ
る
梵
名

は
摩

詞
毘
佛
略
勃
健
撃
騙

詞
素

但
覧

(ヨ
磐

㌣

<
巴
b
巳
恩

-
σ
ロ
&

冨

-
σq
餌
口
島
曽
-
<
旨

冨

-
ω
6
轟
)
と
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
経
名

は

「
佛
華
嚴
と
名
つ
く
る
大
方
廣
経
」

で
あ
り
、
西
蔵
大
蔵
経
僧
目
録

に
よ
る
大
方

廣
佛
華
嚴
経

(八
十
華
厳
)

の
梵
語
名
は

じσ
⊆
匹
魯

鋤
凶
く
働
ヨ
ω
餌
冨

凸
91
日
9
-
ヨ
魯

91
<
巴
O
⊆
ξ
9。
-
ωO
曽
餌
で
あ
り
、
方
廣

は
菩
薩

の
学
道

を
説
く
所

の
法

(法
語
)
、
即

ち
教

(佛
教
)

で
あ
り
、
真
如
に
相
応
す
る
言
説

で
あ
り
、
佛
法
を
成
熟
し
、
衆
生
を
成
熟
す

る
所

の
無
比
な
る
真
理

で
あ
り
、
佛
華
嚴

は
佛
陀
の
雑
華
を
嚴
飾
す

る
も
し
く
は
雑
華
を
以

て
佛
陀
を
嚴
飾
す
る

の
意

で
あ
り
、
佛
陀

の
雑
華
を
嚴
飾
す

る
菩
薩

の
学
道
を
説
く
所

の
経
と
さ
れ
る
の
で
あ

る

(川
田
熊
太
郎

「
佛
陀
華

嚴
」

川
田
熊
太
郎
監
修

・
中
村
元
編

『華
嚴
思
想
』
所
収
)
。

川
田
熊
太
郎

に
よ
る
華
嚴
経
の
構
造
は
以
下

の
よ
う

で
あ
る
。

此

の
経
は
明
ら

か
に
前
後

の
二
篇

又
は
二
部
に
分

た
れ
て
い
る
。
世
間
浄

眼
品

(世
主
妙
嚴
品
)
第

】
か
ら
離
世
間

品
第
三
十
三

(品
名

は
同
じ

で
あ

る
が
、

第
三
十
八
)

に
至

る
と
、
入
法
界
品
第

三
十
四

(品
名
同
、
第
三
十
九
)

の

一
品

と
。
此

の
前
と
後
と
の
二
篇
又
は
二
部

は
相
ひ
補

つ
て

一
経
の
旨
趣
を
明
ら
か

に
し
て
ゐ
る
。
故

に
此

の
二
篇
を
分
離
す

る
の
は
よ
ろ
し
く
な

い
。
前
篇

又
は
第

一
部
は
如
來

(蜜
9
鋤
-
鋤
ひq
讐
鋤
)

の
縁
起
を
述

べ
、
後
篇

又
は
第

二
部
は
如

去

(け
鋤
けげ
鋤
1
αq
鋤
け鋤
)

の
縁
起
を
述

べ
る
。
而
し
て
此
の
如
去

と
如
來

と
の
縁
起

が

一
経

の
明
ら

か
に
し
や
う

と
す
る
も

の
、
即
ち
佛
陀
華
嚴

に
他
な
ら

ぬ
の
で
あ

る
。

此

の
前
後

の
二
篇
は
共
に
雄
大
な
ド
ラ

マ
で
あ
る
。
第

]
場
は
摩
端
提
國

の
寂
滅
道
場

(菩
提
道
場
)

の
菩
提
樹
下

で
あ
る
。
成
覧
し
た
ば
か
り

の
ゴ
ー
タ

マ

佛
陀

(毘
盧
遮
那
)
<
巴
『
0
8

轟

は
黙

々
と
し

て
語
ら
ず
、
光
り
か
が
や

い
て
ゐ
る
の
み
。
此

の
彼
を
普
賢
菩
薩
を
首
と
す

る
大
衆

が
参
集

し

て
偶
を
以
て
讃
美

す
る
。
第

二
場
は

マ
ガ
タ
國
寂
滅
道
場

の
菩
薩
樹

か
ら
遠

か
ら
ぬ
塵

に
在
る
普
光
法
堂
で
あ
り
、
黙

々
た
る
初
成
畳
者

の
周
園
に
文
殊
菩
薩
を
主

と
す

る
多

く

の

菩
薩
が
雲
集
し
、
畳
者

の
力

に
基
づ

い
て
、
覧
者

の
自
覧

の
眞

理
の
内
容
を
偶
を
以

て
碩
出
す
る
。
以
上
は
地
上
で

の

一
幕
二
場

で
あ
る
。
次

で
天
上

の

一
幕

四

場
と
再

び
地
上

で
の

一
幕

一
場
と
が
展
開
す

る
。

天
上

の

一
幕

四
場
を
観
よ
う

。
①
覧
者

は

マ
ガ
タ
國
寂

滅
道
場

の
菩
提
樹

下
か
ら
須
彌

(ω口
日
①
「
口
)
山

の
頂
に
在
る
切
利

天
即
ち
三

十
三
天

(8
旨

ω
實
月
-

緻
げ
)
の
王
た
る
帝

繹

(働
餌
吋
円
鋤

匹
Φ
<
鋤
5
鋤
H口
団⇒
匹
『
凶
)

の
宮
殿

(妙
勝
殿
)

へ
登
る
。
此
庭
で
も
覧
者
は
黙
然
と
し

て
ゐ
る
が
、
雲
集

し
た
多

く

の
菩
薩

の
首

た

る
法
慧
菩
薩

が
、
就
中
、
菩
薩

の
十

の
住

(匹
餌
い
鋤
1
<
団げ
聾
「
鋤
)
を
、
寛
者

の
力
を
承
け

て
、
散
文
と
韻
文
と
で
述

べ
る
。
②

次
ぎ
に
畳
者

は
帝

繹

の
宮
殿

か
ら
夜

摩

(旨

ヨ
魯

)

天

の
宮

殿

(寳
荘
嚴

殿
)

へ
登
る
。
此
庭

で
も
黙
然

た
る
覧
者

の
力
を
承
け
て
、
雲
集
し

た
多
く

の
菩
薩

の
首

た
る
功
徳
林
菩
薩

が
菩
薩

の
十

(42)



の
行

(O
鋤
『
図
鋤
)

を
散
文
と
韻
文
と
で
述
べ
る
。
③
次
ぎ
に
覧
者
は
夜
摩

天
の
宮
殿
か
ら
兜
率

(ε
畏

9ー
ヴ
)

天
の
宮
殿

(
一
切
寳
荘
嚴
殿
)

へ
登

る
。
此
庭

で
も

黙
然
た
る
覧
者

の
力
を
承
け
て
、
雲
集

し
た
多

く

の
菩
薩

の
う

ち

で
金
剛
瞳
菩
薩

が
十
の
回
向

(0
9
コ
づ
9
ヨ
9
)
を
散

文
と
韻
文
と

で
述

べ
る
。
④
次
ぎ

に
覧
者

は
他
化
自
在
天

(B

墨
三
け
9。
<
鋤
鐙
く
什ぎ
魯

)

の
摩
尼
寳
殿

に
在
し
て
菩
薩

の
大
衆

が
來
り
集
會

し
た
。
彼
等

の
う

ち

の
金
剛
菩
薩

が
黙
然
た
る
畳
者

の
力
を
承
け

て
菩
薩

の
十

の
地

(匹
蝉
伽
鋤
1
び
ゴ
ロ
ヨ
団)
を
散
文
と
韻

文
と

で
述

べ
る
。
是

の
十
地

は
軍
に
菩
薩
地

(げ
o
匹
ぼ
ω
讐
ε
9
げ
菖

3
凶)
と
呼

ば
れ
る

こ
と
も
あ

る
。
次
に
場

庭

を
改

め
ず

し
て
、
十

明
と
十
忍
と
阿
僧
祇
と
壽
命
と
菩
薩
住
虜
と
を
明
ら

か
に
す

る
五

つ
の
場
面

が
績
く
。
法
藏

の
探
玄
記

に
よ
れ
ば
、
無
分
別
後
得
智

の
大

用
を

明
ら
か
に
す

る
も

の
。
阿
僧
祇

の
み
は
是
れ
ま

で
黙
然

た
り
し
畳
者

の
親
説
と

い
ふ
手
法
を
と

つ
て
ゐ
る
。
菩
薩
住
庭
と
は
無
住
塵
浬
繋

で
あ
る
。
績

い
て

ま
た
塵
を
改
め
ず
し

て
、
佛
不
思
議
法

と
如
來
相
海

(如
來
十
身
相

海
)

と
佛
小
相
光
明
功
徳

と
を
明
ら
か
に
す
る
三
場
面

が
來

る
。
最
後

の
佛
小
相

の
み
が
豊

者

の
親
説

の
手
法
を

と

つ
て
ゐ
る
。
此

の
三
品
は
、
法
藏

に
よ
れ
ば
、
果

の
圓
な
る
を
顯
す

の
で
あ

る
。
更

に
績

い
て
ま

た
庭

を
改

め
ず

し
て
、
普
賢
行

と
寳

王

如
來
性
起
と
を
明
ら

か
に
す

る
二
場
面
が
來
る
。

こ
れ
は
、
法
藏

に
よ
れ
ば
、
修

に
よ
り
て
顯
は
る
る
因
果
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
で
あ
り
、
前

者
が
因
、
後
者

が
果

で
あ
ゑ

此

の
二
場
面
に
於

て
も
讐

は
黙
し

て
お
り
、
説
あ

は
主

に
並
.
賢
韮
.薩

で
あ
る
.

か
く
て
天
上

の

幕

四
場

が
終
る
.

卿

次
ぎ

に
、
地
上

へ
鋸

つ
て
來

て
、
再
び

マ
ガ
タ
國
寂
滅
道
場

の
普
光
法
堂

に
在
る
初
成
覧

の
毘
者

と
雲
集

せ
る
無
数

の
菩
薩

と
を
人
物

と
す
る
離
世
間
品
第

三

ー

十
三

の

一
幕

一
場

が
來
る
。
畳
者

は
黙
然

と
し
て
語
ら
ず
。
普
賢
菩
薩

が
、
佛
華
嚴
三
昧

に
入
り
而
し
て
起

つ
て
か
ら
、
此

の
場

の
諸
菩
薩

の
代
表
者

た
る
普
慧

菩
薩

の
問
に
封
し

て
答

へ
て
説
く
。
法
藏

に
よ
れ
ば
、
前

の
普
光
法
堂

の
會

は

「
解
を
生
ず
る

こ
と
の
初

め
」
を
、
今

の
會

は

「
解

に
依
り

て
行
を
起
す

こ
と
」

を
明
ら
か
に
す

る
の
で
あ
る
。

以
上

に
よ
り
て
華
嚴
経

の
前
篇
又
は
第

一
部

の
、
地
上

の

】
幕
二
場

と
、
天
上

の

一
幕
四
場
と
、
再
度

の
地
上

の

一
幕

一
場

と
が
終
る
。

次
ぎ

に
而
し
て
最
後

に
後
篇

又
は
第

二
部

が
來

る
。

こ
れ
が
入
法

界

(0
9。
鑓
お
冨

鼠
-
爵

費
ヨ
巴
冨

け『

<
¢。
鼠
冨
)

(次
第
入
法

界
)
品
第
三
十

四

で
あ
る
。

こ

れ
を
法
藏
は
祇
恒
重
閣
會

と
名

づ
け
、
此
の

一
會
を
本
と
末

と
の
二
會

に
開

い
て
ゐ
る
。
此

の
見
方
を
す
れ
ば
此

の
第
二
部

は

一
幕
二
場

で
あ
る

こ
と
と
成
る
。

勿
論
、

こ
れ
で
良

い
の
で
あ
る
。
し
か
し
逝
多

園
林

(}
①
冨
く
き

四
)
會

の

一
幕

一
場

と
善
財

(ω
ロ
血
冨

墨

)
南
遊

の

一
幕
五
十
三
場

と
に
分
け

て
見
る

こ
と
も
不

當

で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。

い
つ
れ
に
せ
よ
、
本
會

の
砥

但
重
閣
會

即
ち
逝
多
園
林
會

は
、
法
藏
に
よ
れ
ば
、
果
た
る
法
界
を
明
ら

か
に
し
、
末
會

の
善
財
南
遊

は

因
た
る
法
界
を
明
ら
か
に
す
る
。

『華
厳
経
』
と
教
育

(
こ



『
華

厳

経

』

と
教

育

(
一
)

而
し
て
概
括

し
て
み
れ
ば
、
経

の
第

一
部
は

「
法

に
託
す
る
所

の
進
修

を
顯
し
」
、
即
ち
法

(眞
理
)
を
主

と
す

る

の
で
あ

り
、
第
二
部

は

「
人

に
依
る
所

の

入
讃
を
辮
ず
」
、

即
ち
人
を
主
と
す

る
の
で
あ

る
。
…
…

(川
田
熊
太
郎

前
掲
論
文
)

こ
の
経

は
、
経
名

か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
よ
う

に
菩
薩

の
学
道
を
説
く
も

の
で
あ
り
、
そ

の
中
心
思
想

は

「寳
法
王
如
來
品
」

に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
ほ
と
け

の
生

命

の
現
わ
れ
を
説

く
も

の
で
あ
り
、
…
…
本
来
衆
生

は
ほ
と
け
な

の
だ

(と
し
た
上

で
)
、
…
…
本
来

ほ
と
け

で
あ

る
か
ら

こ
そ
、
無

限

の
行
道

と

い
う

も

の
が
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ

っ
て
、
そ

こ
に

『華
厳
経
』

に
お
け

る
修
行

の
意
義

が
あ
る
、
と

い
わ
ね
ば
な
ら
な

い

(鎌

田
茂
雄

「
華
厳
思
想

の
本
質
」

鎌

田
茂

雄

・
上
山
春
平
編

『
仏
教

の
思
想
6

無
限

の
世
界
観

〈
華
厳
〉
』
)
。
す

な
わ
ち
性
起
な

の
で
あ

る
。
性
起

は

「体

性
現
起
」

の
意

で
あ
り
、
縁
起

の
究
極
的
事
態

を
さ
す
華
厳
教
学

の
用
語

で
あ
り
、
性

は
本
性

・
実
性
。
起
は
、
起

っ
て

い
る

こ
と
を
意
味
す

る
。

も

の
の
体
性

が
そ
の
ま
ま
現

わ
れ
て

い
る

こ
と
。
法
性
そ
の
ま

ま

の
現
わ
れ
。
も

ろ
も
ろ
の
違

っ
た
形
が
現
わ
れ
出

る
こ
と
自
体

が
性

で
あ
る
と
い
う
主
張
。
本
来
、
不
起
な
る
真
如

の
体
性
そ

の
も

の
が

「
不
住

に
よ
る
が
ゆ
え

に
」

そ

の
ま
ま
現
起
し
て

い
る

こ
と
を

い
う

(中
村
元
著

『
佛
教
語
大
辞
典
』
)
。
華
厳
思
想

の
至
境
は
無
尽

の
法
界
縁
起

で
あ
り
、
華
厳

の
宗
教
的
生
命

の
分
野
を

説
明
す

る
の
が
、

こ
の
性
起

の
学
説
で
あ
る
と

い
え
る
。
性
起

の

「
性
」
と
は
、
ど
ん
な
人
間

で
あ

っ
て
も
本
質
的

に
そ
な
え
て

い
る
心
性

.
佛
性

で
あ
る
と

い
わ

れ

て
い
る
が
、
人
間

の
あ

る
べ
き
理
想
態
と
し
て

の
自
性
清
浮
心
と
別
な
も

の
で
は
な

い
。
佛
教

で
は
普
通

に
そ
れ
を

「
佛
性
」

と

い
う

こ
と
ば
で
表
わ
し
て

い
る
。

『
浬
藥
経
』

(師
子
吼
品
)

で
は
そ
れ
を

「
一
切
衆
生

悉
有

佛
性

如
來
常
住

無
有
攣
易
」

(太
字

は
引
用
者

に
よ
る
)

と
言

っ
て

い
る
が
、

こ
れ

は
大
乗
佛
教

の
根
本

理
念

で
あ

る
。
「
起
」
と
は

「
顕
現
」
「
挙
起
」
「
発
起
」

の
意
味
で
あ
り
、
佛
性

の
現
起
す

る

こ
と
を

い
う

の
で
あ

る
。
・…
..
こ
の
性
起

に
も
見
方

に
よ

っ

て
三
種

の
性
起

が
成
り
立

つ
。
ま
ず
第

一
に
は
、

人
間

に
は
本
来
あ

る
べ
き
相

と
し
て

の
理
性

(理
性
起
)
・
佛
性
を
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
も

っ
て

い
る
と

い
う

点
か
ら
み
る
立
場

で
あ
る
。

こ
の
人
間

が
本
来
具
有
し

て
い
る
理
性
を
修
行
に
よ

っ
て
現
わ
し

て
ゆ
く
。

こ
れ
が
性
起

の
起

で
あ

る
と
い
う
。
第
二
に
は
、

こ
の
本

来
も

っ
て

い
る
理
性
を
現
わ
し
て
ゆ
く
修
行

の
立
場
か
ら
性
起
を
お
さ
え
る
。

こ
れ
を
行
性
起
と

い
い
、
修
行

の
意
味
を
表
わ
す
。
善
知
識
や
経
典

に
よ

っ
て
教
え

を
受
け
、
本
有

の
理
性
を
開
発
し
、

つ
い
に
佛
果
を
感
得
す
る

こ
と
を
起
と

い
っ
て
い
る
。
第
三
は
果
性
起

で
あ
り
、
修
行

に
よ

っ
て
完
成
し
、
清
ら

か
な
佛
果

が

現
わ
れ
た
立
場
か
ら
性
起
を
説
く

の
で
あ
る
。
第

一
は
原
因
よ
り
、
第
二
は
過
程

・
方
法

・
手
段
か
ら
、
第
三
は
結
果

か
ら
性
起
を
説
明
し

た
も

の
で
あ
る

(鎌
田

茂
雄

前
掲
論
文
)
。

『華
厳
経
』
「
寳
法
王
性
起
品
」

で
は
、
そ
れ
は
次

の
よ
う

に
説
か
れ
て

い
る
。
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佛
子
。
如
來
磨
供
等
正
覧
性
起
正
法
不
可
思
議
。
所
以
者
何
。
非
少
因
縁
。
成
等
正
覧
出
興
干
世
。
佛
子
。
以
十
種
無
量
敷

百
千
阿
僧
祇
因
縁
。
成
等

正
覧

出
興
干
世
。
何
等
爲
十
。

]
者
磯
無
量
菩
提
之
心
不
捨

一
切
衆
生
。

二
者
過
去
無
数
劫
修
諸
善
根
正
直
深
心
。
三
者
無
量
慈

悲
救
護
衆
生
。
四
者
行
無
量
行
不

退
大
願
。
五
者
積
無
量
功
徳
心
無
厭
足
。

六
者
恭
敬
供
養
無
量
諸
佛
教
化
衆
生
。
七
者
出
生
無
量
方
便
智
慧
。
入
者
成
就
無
量
諸
功
徳
藏
。
九
者
具
足
無
量
荘

嚴
智
慧
。
十
者
分
別
演
説
無
量
諸
法
實
義
。

(寳
法
王
性
起
品
)

こ
の

一
節
で
は
、

「非
少
因
縁
。
成
等
正
畳
出

興
干
世
。
佛
子
。
以
十
種
無
量
数
百
千
阿
僧
祇
因
縁
。
」
と

「如
來
磨
供
等
正
覧
性
起
正
法
不
可
思
議
」
を
無
量

の

因
縁

に
起
因
す
る

こ
と
を
述

べ
て
い
る
。
①
無
量

の
菩
提
心
を
獲
し

て

一
切

の
衆
生
を
捨
て
ず
、
②

過
去
無
数
劫

に
諸

々
の
善
根
を
修
し
た
正
直
な

る
深
心
、
③
無

量

の
慈

悲
に
よ
る
衆
生

の
救
護
、
④
無
量

の
行
を
行
じ
る
こ
と

で
大
願
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
も
な
く
、
⑤
無
量

の
功
徳
を
積
む

こ
と
に
よ
る
心

に
厭

足
を
生
ま
ず
、

⑥
無
量

の
諸
佛
を
恭
敬
し
供
養
し

て
衆
生
を
教
化
し
、
⑦
無
量

の
方
便
智
慧
を
生

み
出
し
、
⑧
無
量

の
功
徳
蔵
を
成
就
し
て
お
り
、
⑨
無

量

の
荘
厳
智
慧
を
具
足
し

て
お
り
、
⑩
無
量

の
諸
法

の
實
義

を
分
別
し
演
説
す
る

こ
と
で
、
百
千
阿
僧
祇

の
法
門

に
よ

っ
て
等
成
覚
を
達
成
し

て
い
る
と
す

る
の
で
あ

る
。

佛
モ

韮、藤

詞
薩

覆

難

如
來
性
起
正
溝

功
徳
無
.再

行
無
、護

充
準

互

無
來
毒

壁

舞

無
有
行
晦

離
心
土織

磐

身

殉

故
。
性
如
盧
空
。
悉
平
等
故
。

一
切
衆
生
無
我
我
所
。
無
有
蓋
故
。

一
切
刹
無
壷
。
無
有

轄
故
。
不
断
未
來
際
。
無
有
退
故
。
如
來
智
無
疑
。

無
二
平
等
。
観

ー

察
有
爲
無
爲
故
。
成
等
正
覧
饒
益
衆
生
。
本
行
廻
向
自
在
漏
足
故
。
爾
時
普
賢
菩
薩
。
欲
重
明
此
義
。
以
偶
類
日

一
切
衆
諦
聴

一
切
諸
如
來

十
方
諸
佛
刹

讐
如

一
士
夫

讐
如
有
士
夫

讐
如
諸
法
界

讐
如
如
如
性

不
増
亦
不
滅

如
來
十
力
法

功
徳
無
有
量

蓋
末
爲
微
塵

能
量
盧
空
界

能
於

一
念
中

分
際
不
可
得

離
盧
妄
寂
滅

警
如
未
來
際

一
切
諸
世
間

諸
絵
衆
生
類

有
人
能
計
等

又
第
二
士
夫

数
三
世
衆
生

一
切
非

一
切

亦
無
有
生
者

眞
實
際
無
際

最
勝
無
有
上

無
能
思
議
者

悉
了
知
其
敷

随
等
知
量
敷

心
心
之
所
行

非
見
不
可
取

亦
無
有
滅
者

三
世
性
自
離

悉
與
無
等
等

如
來

一
法
門

彼
人
無
量
数

於
億
無
数
劫

衆
生
数
等
劫

如
是
諸
如
來

如
是
諸
如
來

眞
實
不
可
得

亦
與
虚
空
等

一
切
諸
群
生

等
敷
諸
如
來

等
量
空
可
蓋

数
之
猶
可
盤

境
界
不
可
量

境
界
不
可
量

等
正
覧
如
是

功
徳
無
等
者

無
量
億
劫
中

一
毛
之
功
徳

如
來
諸
功
徳

如
來
無
量
徳

]
切
非

一
切

及

一
切
境
界

境
界
亦
復
然

境
界
不
可
量

思
量
不
能
壼

莫
能
知
少
分

不
可
得
窮
蓋

其
数
不
可
壼

法
界
無
窮
壼

亦
同
如
如
性

一
切
三
世
中

『
華

厳

経

』

と
教

育

(
一
)



『華

厳

経

』

通
達
無
障
凝

非
有
亦
非
無

遠
離
語
言
道

具
+
力
功
徳

修
習
清
浮
道

覧
悟
群
生
故

浬
藥
諸
善
根

三
千
大
千
界

算
数
諸
微
塵

能
成
三
千
界

離
垢
清
浮
意

無
堪
受
持
者

法
雲
降
大
雨

去
亦
無
所
至

充
漏
諸
佛
刹

除
滅
諸
邪
見

一
切
諸
最
勝

随
慮
受
化
故

然
後
次
第
起

然
後
令
衆
生

と
教
育

(
一
)

諸
法
無
攣
易

正
法
性
遠
離

不
可
爲
讐
諭

示
現
大
神
攣

究
立見
得
浄
意

我
今
少
演
説

我
當
分
別
説

安
置
諸
群
生

及
知
衆
生
心

衆
生
諸
善
根

一
切
諸
佛
所

除
三
千
大
千

充
満
勝
法
界

如
來
亦
如
是

無
有
能
敷
者

長
養
功
徳
寳

深
解
功
徳
寳

種
種
差
別
説

軋
闊
諸
龍
庭

修
習
諸
善
根

性
空
無
作
故

一
切
語
言
道

諸
佛
覧
悟
法

如
來
甚
深
法

是
故
諸
佛
子

一
切
諸
導
師

讐
如
大
千
界

如
來
諸
最
勝

猶
尚
可
知
数

菩
薩
功
徳
力

修
習
諸
善
根

世
界
初
成
時

無
有
能
持
者

法
雲
雨
甘
露

唯
無
上
法
王

如
來
雨
正
法

壁
如
盧
空
中

世
界
初
成
時

如
來
亦
如
是

見
清
浮
蓮
華

離
垢
無
染
汗

一
切
趣
非
趣

性
相
皆
寂
滅

若
有
欲
知
者

一
心
善
諦
聴

起
清
浮
身
業

國
土
初
成
時

如
是
性
起
法

一
切
諸
十
力

三
千
世
界
起

廻
向
與
衆
生

不
可
動
風
輪

唯
諸
大
菩
薩

本
無
所
從
來

一
切
世
界
・王

除
滅
諸
煩
悩

普
雨

一
味
水

先
起
色
界
宮

始
成
等
正
覧

諸
天
知
佛
出

其
性
如
盧
空

皆
悉
寂
滅
性

如
鳥
飛
空
中

鷹
當
浄
其
意

諸
善
逝
境
界

口
業
及
意
業

非
是
少
因
縁

無
量
功
徳
藏

功
徳
不
可
知

安
置
衆
生
類

速
成
等
正
覧

依
止
盧
空
界

成
就
無
量
徳

去
亦
無
所
至

悉
能
分
別
知

出
生
不
可
数

衆
生
果
報
力

復
於
欲
界
天

初
起
菩
薩
行

因
雨
能
起
風

一
切
諸
如
來

一
切
諸
如
來

足
　
不
可
得

猶
若
如
盧
空

我
當
説
少
分

境
界
悉
清
浮

能
成
於
世
界

一
切
莫
能
知

警
如
因
重
雲

如
來
亦
如
是

讐
如
盧
空
中

如
來
亦
如
是

空
中
興
雲
雨

一
切
諸
菩
薩

如
観
掌
中
寳

無
量
諸
善
根

所
起
物
不
同

次
第
起
宮
殿

次
成
縁
豊
乗

風
能
起
世
界

清
浮
性
亦
然

一
切
諸
如
來

無
量
大
願
果

遠
離
盧
妄
想

一
切
諸
十
力

如
來
深
境
界

無
量
方
便
力

十
方
諸
世
界

能
樹
降
大
雨

因
縁
法
雲
起

雲
雨
名
洪
樹

初
成
等
正
畳

無
作
無
造
者

修
習
無
量
行

慮
滅
能
寂
滅

修
習
於
正
見

如
來
雨
正
法

次
復
於
人
間

又
化
心
自
在

如
來
放
光
明

一
切
性
無
性

境
界
亦
如
是

成
就
浮
色
身

及
邪
見
顛
倒

功
徳
不
可
知

清
浮
妙
法
輪

一
切
因
縁
起

皆
末
爲
微
塵

四
種
風
輪
起

大
智
慧
風
輪

一
切
蝕
世
界

十
方

一
切
界

本
無
所
從
來

随
所
慮
受
化

慮
起
能
令
起

遠
離
諸
顛
倒

大
悲

一
味
水

各
各
造
住
庭

一
切
諸
聲
聞

分
別
佛
菩
薩
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能

起
智
慧
輪

通
達
諸
佛
法

水
依
風
輪
住

地
依
於
水
輪

衆
寳
樹
依
地

功
徳
依
方
便

法
身
無
所
依

讐
如
大
地
起

饒
益
諸
衆
生

水
陸
群
萌
類

二
足
四
足
等

一
切
悉
饒
益

法
王
亦
如
是

出
興
干
世
間

令

一
切
衆
生

除
滅
諸
煩
悩

深
解
如
來
法

如
來
性
起
法

世
間
莫
能
知

我
所
説
少
分

こ
の

一
節

で
は
如
來
性
起

の
正
法
を

「無
來
去
」

の
故

に
、
離
生
住
滅

で
あ
り
、
「
無
有
行
」

「悉
平
等
」
を
因
と
し

て

一
切
衆
生
無
我
我
所
を
導
き
、
更
に

「
無
有
轄
」

身
、
悉
平
等
、
無
有
轄
な

ど
を
挙
げ

て
い
る
。
特

に
注
目
す

べ
き
は
無
來

去
、
無
有

行
、

性
を
有

し
て

い
る
ば
か
り
で
な
く
、
衆
生
を
饒
益
す
る
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

こ
の

一
節

に
続

い
て
、

佛
子
。
云
何
菩
薩
摩

詞
薩
。
知
見
如
來
磨
供
等
正
覧
心
。
此
菩
薩
摩
詞
薩
。

爲

一
切
萬
物
所
依
。

而
彼
盧
空
無
所
依
止
。
如
來
智
慧
亦
復
如
是
。
悉
爲

一
切
世
間
智
慧
。

薩
最
初
勝
行
知
見
如
來
慮
供
等
正
畳
心
。
復
次
佛
子
。
警
如
清
浄
法
界
。

如
是
。
爲

一
切
世
間
出
世
間
智
。
算
数
巧
術

一
切
衆
智
之
所
依
止
。
而
如
來
智
無
増
無
減
。

次
佛
子
。
讐
如
四
大
海
水
。
悉
能
澤
潤
四
天
下
地
八
十
億
小
洲
。
若
有

衆
生
。
於
彼
諸
庭
。

如
來
智
慧
大
海
亦
復
如
是
。
悉
能
澤
潤

一
切
衆
生
心
。
彼
諸
衆
生
。
各

於
法
門
修

習
善
根
。

是
爲
菩
薩
摩
詞
薩
第
三
勝
行
知
見
如
來
磨
供
等
正
毘
心
。
復
次
佛
子
。

皆
滅
失
。
何
等
爲

四
。

一
名
衆
積
聚
。
二
名
無
壷
寳
藏
。
三
名
遠
離
熾
然
。

等
。
悉
不
得
見
。
何
以
故
。
娑
伽
羅
龍

王
密
置
深
寳
藏
故
。
此
四
種
寳

端
嚴
方
正
。

智
。

及
諸
菩
薩
智
慧
大
寳
。
何
等
爲
四
。

一
名
無
染
巧
妙
方
便
清
浮
智
寳
。

四
名
慮
化
衆
生
未
曾
失
時
清
浮
智
寳
。
是
爲
如
來
大
海
四
種
清
浮
智
寳
。
佛
子
。

『
華

厳

経

』

と

教

育

(
一
)

の
故

に
不
断
來
際

と
す

る
の
で
あ
り
、

無
有
身

、

節

の
ま
と
め
と
し
て
の
偶

の
結
語
も

盧
空
無
所
依

智
輪
依
如
來

慈
悲
依
智
慧

各
各
得
安
樂

依
盧
空
衆
生

及
欲
色
諸
天

皆
悉
得
饒
益

若
人
有

見
聞

恭
敬
供
養
者

饒
益
衆
生
故

(寳
法
王
性
起
品
)

の
故

に
離
心
意
識
と
し
た
上
で
、

「無
有
身
」
の
故

に
性
如
虚
と
し
、

佛

の
本
性
と
し
て
、
無
來

去
、
無
有
行
、
無
有

無
有
轄
で
あ
り
、
生
得
性

・
非
学
習
性

・
非
個
人
性

・
不
変
容

「
饒
益
衆
生
故
」
と
な

っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

知
心
意
識
非
即
如
來
。
但
如
來
智
無
量
故
。
心
亦
無
量
。
佛
子
。
讐
如
盧
空
。
悉

離
世
間
智
之
依
止
。
而
如
來
智
無
所
依
止
。
佛
子
。
是
爲
菩
薩
摩
詞

悉
爲

一
切
聲
聞
縁
覧
菩
薩
解
脱
之
所
依
止
。
而
清
浮
法
界
無
増
無
減
。
如
來
智
慧
亦
復

佛
子
。
是
爲
菩
薩
摩
詞
薩
第
二
勝
行
知
見
如
來
慮
供
等
正
覧
心
。
復

方
便
求
水
無
往
不
得
。
而
彼
大
海
不
作
是
念
。
我
能
資
給
諸
衆
生
水
。

皆
得
智
慧
光
明
。
而
如
來
不
作
是
念
。
我
能
悉
與
衆
生
智
慧
。
佛
子
。

讐
如
大
海
有
四
種
寳
珠
。
此
四
種
寳
。
悉
生
海
中

一
切
衆
寳
。
若
無
此
寳
。
海
中
衆
寳
悉

四
名

一
切
荘
嚴
聚
。
是
爲
四
寳
。
佛
子
。
此
四
種
寳
。

一
切
阿
脩
羅
迦
模
羅
諸
龍
神

如
來
磨
供
等
正
覧
海
。
亦
有
四
種
大
智
寳
珠
。
出
生

一
切
聲
聞
縁
毘
學
無
學

二
名
分
別
演
説
有
爲
無
爲
清
浮
智
寳
。
三
名
分
別
演
説

一
切
諸
法
而
不
壊
法
界
清
浄

此
如
來
四
種
清
浮
智
寳
。

一
切
衆
生
無
能
見
者
。
何
以
故
。
此
四
種
智
慧
大
寳
。
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『華
厳
経
』
と
教
育

(
こ

安
置
如
來
微
密

法
寳
藏
故
。
菩
薩
慧
光
端
嚴
殊
特
。
佛
子
。
是
爲
菩
薩
摩
詞
薩
第
四
勝
行
知
見
如
來
慮
供
等
正
覧
心
。
復
次
佛
子
。
讐
如
大
海
四
熾
然
光

明
大
寳
。

此
四
種
寳
。
悉
能

消
端
大
海
無
極
之
水
。
何
等
爲
四
。

一
名
日
藏
光

明
大
寳
。

二
名
離
潤
光

明
大
寳
。
三
名
火
球
光

明
大
寳

。
四
名
究
尭
無
鯨
光

明
大
寳
。
佛
子
。

若
大
海
中
無
比

四
寳
。
四
域
天
下
金
剛
園
山
乃
至
非
想
非
非
想
庭
。
皆
悉
漂
没
。
佛
子
。
此

日
藏
光

明
大
寳
。
能
攣
海
水
。
悉
成
爲
酪
。
離
潤
光
明
大
寳
。
能
攣

酪
海
。
悉
成
爲

酵
。
火
球
光
明
大
實
。
能
悉
熾
然
酵
海
。

究
寛
無
蝕
光
明
大
寳
。
悉
然
酵
海
。
永
蓋
無
鹸
。
如
來
慮
供
等
正
覧
海
。
亦
有
四
種
智
光
摩
尼
大
寳
。

照
諸
菩
薩
。
具
足
修
習

一
切
衆
行
。

乃
至
成
佛
平
等
智
慧
。
何
等
爲
四
。

一
者
永
息

一
切
不
善
波
浪
智
光
大
寳
。
二
者
滅

一
切
法
愛
智
光
大
寳
。
三
者
大
慧
智
光

大
寳
。
四
者
與
如
來
等
無
量
智
光
大
寳
。
佛
子
。
彼
菩
薩
摩

詞
薩
修
集
菩
提
時
。
起
無
量
生
死
不
善
波
浪
。

一
切
諸
天
阿
脩
羅
等
。
悉
無
能
止
。
如
來
以
息

一
切

不
善
波
浪
智
光
大
寳
。
照
耀
菩
薩
不
善
泣
浪
。
令
水
止
息
。
堅
固
安
住

三
昧
。
以
滅

】
切
順
法
愛
智
光
大
寳
。
滅

一
切
三
昧
難
捨
味
著
。
以
大
慧
智
光
大
寳
。
滅

]
切
無
明
。
浮
慧
通
達
。
以
與
如
來
等
無
量
智
光
大
寳
。
以
少
方
便
。
出
生
如
來
智
慧
之
地
。
佛
子
。
若
無
如
來

四
種
智
光
大
寳
。

乃
至

一
菩
薩
得
如
來

地
。
無

有
是
慮
。
佛
子
。
是
爲
菩
薩
摩
訂
薩
第
五
勝
行
知
見
如
來
慮
供
等
正
覧
心
。
復
次
佛
子
。
讐
如
復
水
輪
際
。
上
至
非
想
非
非
想

天
。

一
切
三
千
大
千
世
界
依
盧
空

住
。
謂
無
色

界
衆
生
虜
。
色
界
衆
生
庭
。
欲
界
衆
生
庭
。
此
三
界
庭
悉
依
盧
空
。
而
彼
盧
空
無
有
迫
蓬
。
如
來
智
慧
亦
復
如
是
。

一
切
聲
聞
縁
覧
菩
薩
。
知
有
爲

法
智
慧
。
知
無

爲
法
智
慧
。
如
是

一
切
智
慧
。
悉
依
如
來
智
慧

而
起
。
悉
依
如
來
智
慧
而
住
。
如
來
智
慧
無
有
迫

逢
。
何
以
故
。
如
來
智
慧
無
所
不
至
故
。
佛
子
。

是
是
爲
菩
薩
摩

詞
薩
第
六
勝
行
知
見
如
來
慮
供
等
正
畳
心
。
復
次
佛
子
。
讐
如
知
雪
山
頂
有
藥
王
樹
。
名
非
從
根
生
。
彼
藥
王
樹
。
從
六
百
八
十
萬
由
旬
下
極
金

剛
地
水
輪
際
生
。
佛
子
。
此
藥
王
樹
。
若
生
根
時
。
閻
浮
提
樹

]
切
根
生
。
若
生
董
時
。
閻
浮
提
樹
皆
悉
生
董
。
若
生
枝
葉
華
果
時
。
閻
浮
提
樹

一
切
悉
生
枝
葉

華
果
。
此
藥
王
樹
董
。
董
能
生
根
。
是
故
名

日
不
從

根
生
非
不
從
根
。
佛
子
。
此
藥
王
樹
。

一
切
諸
庭
皆
悉
生
長
。
唯
除
二
藏
。
所
謂
地
獄
深
院
及
水
輪
中
不
得

生
。
而
大
藥
王
樹
亦
不
捨
生
性
。
如
來
智
慧
大
藥
王
樹
亦
復
如
是
。
從

一
切
如
來
種
姓
中
生
。
於
過
去
世
。
修
習
大
慈
悲
等
無
量
無
邊
功
徳
。
堅
固
正
住
不
可
傾

動
。
三
世
無
量
善
根
智
慧
。
皆
悉
普
覆

一
切
世
間
。
除
滅

一
切
悪
道
衆
難
。
巧
方
便
董
。
浮
法
界
枝
。
諸
輝
三
昧
解
脱
之
葉
。
七
畳
意
華
。
無
上
解
脱
果
。
陀
羅

尼
持
初
無
増
減
。
佛
子
。
如
來
智
慧
大
藥
王
樹
。
復
有
異
名
。
名
根
堅
固
不
壊
。
何
以
故
。
不
捨
不
断
菩
薩
衆
行
。
是
故
其
根
名

日
不
壊
。
彼
如
來
智
慧
大
藥
王

樹
。
初
生
根
時
。

一
切
菩
薩
。
悉
生
大
慈
悲
根
。
未
曾
捨
離

一
切
衆
生
。
初
生
董
時
。

一
切
菩
薩
。
皆
悉
生
長
堅
固
精
進
正
直
心
董
。
初
生
枝
時
。

一
切
菩
薩
。

生

長

「
切
波
羅
蜜
枝
。
初
生
葉
時
。

「
切
菩
薩
。
生
長

一
切
浮
戒
威
儀
頭
陀
功
徳
之
葉
。
初
生
華
時
。

一
切
菩
薩
。
善
根
荘
嚴
相
好
華
敷
。
初
生
果
時
。

}
切
菩

薩
。
得
無
生
忍
受
佛
記
果
。
佛
子
。
如
來
智
慧
大
藥
王
樹
。
唯
除
二
庭
。
不
得
生
長
。
所
謂
聲
聞
縁
畳
浬
繋
。
地
獄
深
院
。

及
諸
犯
戒
。
邪
見
貧
著
。
非
法
器
等
。
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而
如
來
樹
非
不
生
長
。
其
蝕

一
切
慮
受
化
者
。
皆
悉
生
長
。
而
如
來
智
慧
大
藥
王
樹
。
不
増
不
減
。
佛
子
。
是
爲
菩
薩
摩
詞
薩
第
七
勝
行
知
見
如
來
慮
供
等
正
覧

心
。
復
次
佛
子
。
警
如
火
劫
起
時
。
三
千
大
千
世
界

一
切
所
有
大
地
草
木
金
剛
圃
山
。
皆
悉
熾
然
焼
壼
無
鯨
。
設
有

一
人
。
若
以
乾
草
投
彼
火
中
。
寧
得
不
然
。

答
言
不
也
。
無
不
焼
盤
。
佛
子
。
彼
所
投
草
。
猶
可
不
審
。
如
來
智
慧
。
於

一
切
衆
生
。

一
切
佛
刹
。

一
切
劫
敷
。

一
切
諸
法
。
無
不
悉
知
。
若
有
不
知
。
無
有

是
庭
。
何
以
故
。
如
來
智
慧
不
可
破
壊
。
悉
明
達
故
。
佛
子
。
是
爲
菩
薩
摩
詞
薩
第
入
勝
行
知
見
如
來
慮
供
等
正
畳
心
。
復
次
佛
子
。
警
如
風
裁
壊
世
界
時
。
有

大
風
起
。
名
日
壊
散
。
能
能
壊
散
磨
滅
大
千
世
界
金
剛
團
山

一
切
萬
物
。
爾
時
三
千
大
千
世
界
外
。
復
有
風
起
。
名
障
壊
風
裁
。
不
令
風
裁
得
至
鯨
方
。
佛
子
。

若
無
此
障
風
。
十
方
無
量
無
邊
阿
僧
祇
世
界
。
無
不
散
滅
。
如
來
磨
供
等
正
覧
亦
復
如
是
。
有
大
智
風
。
名
日
散
滅

一
切
煩
悩
。
悉
能
散
滅

一
切
菩
薩
煩
悩
習
氣
。

如
來
復
有
巧
方
便
智
風
。
能
時

一
切
菩
薩
。
不
令
究
尭
蓋
滅
。
堕
於
聲
聞
辟
支
佛
地
。
菩
薩
摩
詞
薩
。
得
此
巧
方
便
智
風
力
故
。
能
過
聲
聞
辟
支
佛
地
。
究
寛
地
。

佛
子
。
是
爲
菩
薩
摩
詞
薩
第
九
勝
行
知
見
如
來
慮
供
等
正
畳
心
。
復
次
佛
子
。
如
來
智
慧
無
塵
不
至
。
何
以
故
。
無
有
衆
生
無
衆
生
身
。
如
來
智
慧
不
具
足
者
。

但
衆
生
顛
倒
不
知
如
來
智
。
遠
離
顛
倒
。
起

一
切
智
無
師
無
凝
智
。
佛
子
。
警
如
有
経
巻
。
如

=
二
千
大
千
世
界
。
大
千
世
界

一
切
所
有
無
不
記
録
。
若
二
千
世

界
中
事
。
小
千
世
界
中
事
。
四
天
下
等
悉
記
四
天
下
事
。
須
彌
山
王
等
悉
記
須
彌
山
王
事
。
地
天
宮
殿
中
事
。
欲
天
宮
等
悉
記
欲
界
天
宮
殿
中
事
。
色
天
宮
悉
記

色
界
天
宮
殿
中
事
。
若
無
色
天
宮
等
悉
記
無
色
界
天
宮
殿
中
事
。
彼
三
千
大
千
世
界
等
経
巻
。
在

一
微
塵
内
。

一
切
微
塵
亦
復
如
是
。
時
有

一
人
。
出
興
於
世
。

智
慧
聰
達
。
具
足
成
就
清
浮
天
眼
。
見
此
経
巻
在
微
塵
内
。
作
如
是
念
。
云
何
如
此
廣
大
経
巻
在
微
塵
内
。
而
饒
益
衆
生
耶
。
我
當
勤
作
方
便
破
彼
微
塵
。
出
此

経
巻
饒
益
衆
生
。
爾
時
彼
人
。
即
作
方
便
破
壊
微
塵
。
出
此
経
巻
饒
益
衆
生
。
佛
子
。
如
來
智
慧
。
無
相
智
慧
。
無
凝
智
慧
。
具
足
在
於
衆
生
身
中
。
但
愚
凝
衆

生
顛
倒
想
覆
。
不
知
不
見
不
生
信
心
。
爾
時
如
來
。
以
無
障
凝
清
浮
天
眼
。
観
察

一
切
衆
生
。
観
已
作
如
是
言
。
奇
哉
奇
哉
。
云
何
如
來
具
足
智
慧
在
於
身
中
。

而
不
知
見
。
我
當
教
彼
衆
生
。
畳
悟
聖
道
。
悉
令
永
離
妄
想
顛
倒
垢
縛
。
具
見
如
來
智
慧
在
身
内
。
與
佛
無
異
。
如
來
即
時
教
彼
衆
生
。
修
八
聖
道
。
捨
離
盧
妄

顛
倒
。
離
顛
倒
已
具
如
來
智
。
與
如
來
等
饒
益
衆
生
。
佛
子
。
是
爲
菩
薩
摩
詞
薩
第
十
勝
行
知
見
如
來
磨
供
等
正
畳
心
。
佛
子
。
菩
薩
摩
詞
薩
。
有
如
是
等
無
量

無
数
諸
勝
妙
行
知
見
如
來
磨
供
等
正
畳
心
。
爾
時
普
賢
菩
薩
。
欲
重
明
此
義
。
以
偶
碩
日

欲
知
如
來
心

磨
解
最
勝
智

如
來
智
無
量

最
勝
心
亦
然

十
方
諸
世
界

一
切
衆
生
類

皆
悉
依
盧
空

盧
空
無
所
依

一
切
法
界
中

衆
生
種
種
樂

方
便
巧
智
術

依
最
勝
智
起

一
切
諸
智
慧

悉
依
善
逝
智

如
來
最
勝
智

聲
聞
縁
覧
乗

解
脱
智
慧
果

悉
從
法
界
起

法
界
無
増
減

最
勝
智
如
是

能
起

一
切
智

學
智
無
學
智

了
達
有
無
智

善
逝
無
上
智

『華
厳
経
』
と
教
育

(
一
)
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『華
厳
経
』
と
教
育

(
こ

出
生

一
切
智

我
與
衆
生
水

修
習
諸
法
門

常
住
於
大
海

無
量
徳
荘
嚴

大
海
無
増
減

離
我
及
我
所

悉
依
如
來
智

一
切
諸
樹
林

山
生
修
行
智

猶
可
焼
不
蓋

如
來
悉
了
知

+
方
悉
磨
滅

安
住
如
來
地

饒
益

一
切
世

究
尭
成
菩
提

こ
の

]
節
は
、

る
こ
と
を
知
見
し
、

非
生
非
不
生

大
海
無
増
減

一
切
修
行
者

因
此
四
摩
尼

除
受
莫
能
見

四
域
皆
安
住

安
住
於
盧
空

如
來
智
無
依

彼
樹
根
生
時

一
切
菩
薩
行

善
逝
清
浮
智

讐
如
劫
壷
時

十
力
亦
如
是

警
如
微
塵
内

如
來
智
如
來

皆
悉
無
増
減

方
便
求
悉
得

疾
得
智
慧
光

生
出

一
切
寳

讐
如
大
海
中

如
來
四
種
智

善
逝
智
亦
然

如
彼
雪
山
頂

一
切
樹
根
生

無
量
諸
功
徳

無
量
無
有
邊

風
戴
名
壊
散

智
慧
風
無
量

有

一
大
経
巻

衆
生
悉
具
有

(寳
王
如
來
性
起
品
)

讐
如
大
海
水

十
方
諸
世
界

如
娑
伽
龍
王

最
勝
四
種
智

有
四
摩
尼
寳

無
量
不
可
構

一
切
智
根
本

有
大
藥
王
樹

董
枝
葉
華
實

如
來
智
樹
王

悉
能
分
別
知

能
壊
諸
大
地

皆
悉
能
散
滅

三
千
世
界
等

顛
倒
妄
想
覆

澤
潤

一
切
智

一
切
群
生
類

有
四
妙
寳
珠

無
量
不
可
稽

光
舎
甚
猛
熱

能
止
諸
菩
薩

聲
聞
學
無
學

名
不
從
根
生

一
切
亦
如
是

平
等
心
地
生

三
世
衆
生
類

金
剛
及
須
彌

菩
薩
諸
煩
畷

無
益
衆
生
類

衆
生
不
知
見

衆
生
善
方
便

善
逝
智
慧
海

密
置
深
寳
藏

出
生

一
切
衆

能
消
大
海
水

不
善
根
波
浪

及
諸
縁
覧
智

由
此
藥
王
樹

清
浮
甚
深
智

讐
如
劫
蓋
時

又
知

一
切
劫

刹
外
有
風
起

如
來
方
便
智

爾
時
有

一
人

如
來
教
衆
生

求
水
無
不
得

皆
悉
能
潤
澤

衆
生
無
能
見

無
量
諸
智
慧

若
無
此
四
寳

一
切
三
世
間

菩
薩
普
饒
益

生
長
因
縁
故

如
來
性
中
生

猛
盛
大
火
裁

一
切
諸
佛
刹

名
日
障
散
壊

振
取
諸
菩
薩

出
興
於
世
間

修
習
入
聖
道

大
海
地
無
念

各
各
勤
方
便

端
嚴
而
方
正

安
住
大
乗
藏

天
地
悉
漂
没

欲
色
無
色
界

無
量
甚
深
智

悉
生
閻
浮
提

依
因
如
來
智

設
人
投
乾
草

如
是
無
量
法

若
無
此
風
者

過
聲
聞
縁
覧

破
塵
出
経
巻

除
滅

一
切
障

普
賢
菩
薩

が
如
來
慮
供
等

の
正
覧
心
を
如
何
に
知
見
す

る
か
を
テ
ー

マ
と
し
て

い
る
。
普

賢
菩
薩

は
①
如
來
が
無
量

の
功
徳
を
具
足
成
就

し
て

い

②
悉
く

一
切
の
衆
生
受

け
容
れ
な
が
ら
も
染
著
せ
ず
、

一
切
衆
生

・
世
間
善
根

・
離
世
間
善
根
を
照
ら
し
、
染
著
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
③
無
量

の
事
を
通
し
て
衆
生
の
饒
益
し
、
④

日
輪

の
如
き
無
量
無
邊

の
法
界

の
智
慧
を
成
就
し
、
常

に
無
量
無
凝

の
智
慧

の
光

明
を
放

っ
て
、
縁
覚

.
声
聞

.
善

根
衆
生
と

順

々
に
随
応
受
化

さ
せ
、
⑤

日
光

の
如
き
智
慧

に
よ
り

一
切

の
苦
を
除
滅
し
、
身
体
を
安
楽
に
し
、

一
切
煩
悩

・
毒
痛
を
根
源
か
ら
断
ち
、
⑥
真
理
を
聞

く
所

に
随
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い
解
脱
地
に
随

い
受
化

に
応
じ
、
⑦
方
便

に
よ

っ
て
真
実

の
教
え
を
人
に
応
じ

て
示
し
、
⑧
医
師

が
病

に
応

じ
て
治
療
す
る
よ
う
に
、

一
切
衆
生

の
煩
悩

の
病

を
治

癒
し
、
⑨
清
浮
な
る
真
理
を
見
抜
く
眼
に
よ

っ
て
貧
賎
苦
を
除
き
尊
貴
富

を
楽
し
め
る
よ
う

に
し
、
⑩

成
就

し
た
百
万
と
も
言
わ
れ
る
功
徳

に
よ

っ
て
衆
生

の

一
切

の
苦
患

を
除
き
、
そ

の
願

い
を
悉
く
満
た
す
と

い
う
如
来

の
無

尽

の
智
慧
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
と
す
る

の
で
あ

る
。
そ
し
て
そ
れ
を
偶
頗
で
ま
と
め
て
い
る

の
で

あ
る
。爾

時
普
賢
菩
薩
。
承
佛
神
力
。
観
察

一
切
諸
菩
薩
衆
。
欲
重

明
如
來
性
起
正
法
。
欲
説
如
來
無
量
功
徳
。
欲
明
如
來

正
法
不
可
沮
壊
。
欲
生

一
切
菩
薩
無
量
智

慧
法

明
。
欲
説

一
切
具
足
佛
法
。
欲
観
察

一
切
群
生
類
心
。
欲
随
所
慮
化
不
失
時
。
欲
分
別

一
切
無
量
無
邊
菩
薩
正
法
。
欲
顯
現

一
切
如
來
攣
化
自
在
荘
嚴
。
欲

明

一
切
如
來

]
身
無
異
。
欲
出
生

一
切
菩
薩
無
量
本
行
。
以
偶
頒
日

一
切
諸
如
來

所
成
就
威
儀

犀
世
悉
構
巻

無
能
爲
讐
諭

爲
饒
益
衆
生

悉
令
開
解
故

以
非
諭
爲
諭

顯
現
眞
實
義

如
是
微
密
法

無
量
劫
難
聞

精
進
智
慧
者

乃
聞
如
來
藏

若
有
聞
此
経

歓
喜
恭
敬
者

此
等
已
過
去

供
養
無
量
佛

當
知
如
此
人

諸
天
常
讃
歎

一
切
諸
善
逝

撮
取
常
守
護

】
切
諸
善
逝

世
上
世
間
勝

最
勝
歓
喜
衆

此
経
爲
内
藏

能
出
生
無
量

一
切
白
浄
道

是
故
離
放
逸

一
心
常
奉
持

(寳
法
王
性
起
品
)

こ
こ
に
引
用
し
た

]
節
は
、
「
寳
王
如
來
性
起
品
」

の
結
語
と
し
て
示
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
如
来

の
無
尽
蔵

と
も

い
え

る
智
慧
が
如
来

の
本
性

と
し

て
描
き
出

さ
れ
て

い
る
の
で
あ

る
。

☆

☆

☆

『華
厳
経
』
は
独
特
な
世
界
観
を
描
き
出
す
。
第

一
に

「
唯
心
観
」

で
あ

る
、

二
番
目

に
広
大
無
限

の
世
界
像

(蓮
華
蔵
世
界
)

で
あ
り
、
第
三

に
蓮
華
蔵
世
界

で
は

一
切

の
も

の
が
、

た
が

い
に
か
か
わ
り
あ

い
、
大
き
な
調
和

と
融
和

の
な
か
で
生
き

て
い
く
と

い
う

「
十
玄
縁
起
」

と
す
る

の
で
あ
り
、
四
番

目
に

「
広
狭
自

在
無

限
門
」

の
世
界
で
あ
り
、
「
一
即
多
、
多
即

一
」

の
世
界
像

で
あ

る
。

『華
厳
経
』

の
描
く
独
特
の
世
界
観

は
第

一
に

「
三
界
虚
妄
但
是
心
作
」
と
す

る

「
唯
心
観
」

で
あ
る
。

又
作
是
念
。

三
界
虚
妄
。
但
是
心
作
。
十
二
縁
分
。
是
皆

依
心
。
所
以
者
何
。
随
事
生
欲
心
。
是
心
即
是
識
。
事
是
行
。
行

証
心
故
名
無
明
。

識
所
依
庭
名
名

色
。
名
色
増
長
名
六
入
。
三
事
和
合
有
鰯
。
鰯
共
名
受
。
貧
著
所
受
名
爲
愛
。
愛
不
捨
名
爲
取
。
彼
和
合
故
名
爲
有
。
有
所
起
名
爲
生
。
生
攣
名

爲
老
。
老
壊
名

『華
厳
経
』
と
教
育

(
一
)
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『
華

厳

経

』

と

教

育

(
一
)

爲
死
。

(十
地

品
)

こ
の

一
節
は
、

「
十
地
品
」

の
第

六
の
境
地
11
智
慧
実
現

の
境
地

で
あ
る
現
前

地

の
中

に
描
か
れ
た
も

の
で
あ

る
が

「
三
界
虚
妄
但
心
作
」
と

の
世
界
観

は
、
欲

界

・
色
界

・
無
色

界
と

い
う

一
切
の
世
界
を
仮

の
相
と
し
て
心

が
描

い
た
も

の
と
し
位
置
づ
け
る

の
で
あ
る
。
人
間

の
悩

み

・
苦
し
み

の
原
因
で
あ
る
、
①
無
知
を

意
味
す
る
無

明
、
②
潜
在
的
形
成
力

の
行
、
③
識
別
作

用

の
識
、
④
名
称
と
形
態
、
ま
た
は
精
神

と
物
質
、
す
な
わ
ち
人
間

の
場
合
で
は
心
身
を
意
味
す
る
名
色
、

⑤
心
作
用

の
成

立
す
る
六

つ
の
場
、
即
ち
眼

・
耳

・
鼻

・
舌

・
身

・
意

で
あ
る
六
処
、
⑥
感
官
と
対
象

の
接
触

に
該
当
す

る
触
、
⑦
感
受
作
用
で
あ
る
受
、
⑧
渇
き

に
た
と
え
ら
れ
る
盲
目
的
衝
動
、
妄
執
を
意
味
す
る
愛
、
⑨
執
着
を
意
味
す

る
取
、
⑩
生
存
を
意
味
す
る
有
、
⑪
生
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
生
、
⑫
無
常
な
す
が
た
で

あ

る
老
死

の
十

二
因
縁
も
心

に
依
る
も
の
で
あ
り
、
事

に
随

っ
て
欲
心

が
生
ま
れ
、

こ
の
心

は
そ
の
ま
ま
識

で
あ
り
、
事

は
行

で
あ
る
。
行
は
心
を
証
か
す
故

に
名

づ
け
ら
れ
、
識

の
依
拠
す

る
と

こ
ろ
は
名
色

と
、
名
色

の
増
長
す

る
と

こ
ろ
を
六
入

(ー
精
神
活
動

が
そ
れ
を
通
じ
て
起

こ
る
六

つ
の
領
域
)
と
名
づ
け
る
。
根
と

境
と
識

の
三

つ
が
和
合
し

て
触

が
生
じ
、
触
が
発
生
す

る
こ
と
を
受
と
名

づ
け
、
も

の
に
貧
著
す

る
の
を
愛

と
し
、
愛

の
故

に
そ
れ
を
捨

て
ら
れ
な

い
の
を
取
と
し
、

そ
れ
ら
が
合
わ
さ

っ
て
有

(ー
存
在
)

と
名
づ
け
、
有

が
生
起
す
る
も

の
を
生
と
と
ら
え
、
生

の
変
化
を
老

と
し
、
老

の
い
き

つ
く
と

こ
ろ
が
死
で
あ
る
と
す

る
の

で
あ
り
、

も

の

へ
の
と
ら
わ
れ
、
欲
に
よ
り
世
界
を
と
ら
え
よ
う

と
す

る
の
で
あ
り
真
実

の
認
識
と
は
な
り
え
な

い
、
仮

の
相

に
と
ら
わ
れ

て
し
ま
う

の
で
あ

る
。

衆
生

が
と
ら
え

る
世
界

は
、
虚
妄

の
世
界
と
な

っ
て
し
ま
う

の
で
あ

る
。
衆
生

の
と
ら
え
る
世
界
は
次

の
偶

に
も
表

わ
さ
れ

て

い
る
。

讐
如
工
書
師

心
非
彩
書
色

不
能
知
書
心

如
佛
衆
生
然

身
亦
非
是
心

宮
説
偶
品
)

「心
如
工
書
師

無
法
而
不
造
」

分
布
諸
彩
色

離
心
無
書
色

當
知

一
切
法

心
佛
及
衆
生

作

一
切
佛
事

虚
妄
取
異
色

離
書
色
無
心

其
性
亦
如
是

是
三
無
差
別

自
在
未
曾
有

四
大
無
差
別

彼
心
不
常
住

心
如
工
書
師

諸
佛
悉
了
知

若
人
欲
了
知

四
大
非
彩
色

無
量
難
思
議

書
種
種
五
陰

一
切
從
心
轄

三
世

一
切
佛

彩
色
非
四
大

顯
現

一
切
色

一
切
世
界
中

若
能
如
是
解

慮
當
如
是
観

不
離
四
大
禮

各
各
不
相
応

無
法
而
不
造

彼
入
見
眞
佛

心
造
諸
如
來

而
別
有
彩
色

猶
如
工
書
師

如
心
佛
亦
爾

心
亦
非
是
身

(所
謂

〔唯
心
偶
〕

夜
摩
天

豊

種
種
五
陰
L
と
心
を
巧
み
な
画
師

の
描
く
絵

と
同
様

に
五
藏

(11
色

・
受

・
想

・
行

・
識
)
を
描
き
出
す
も

の
で
あ
り
、
「
]
切
世
界
中

と

一
切

の
世
界

に
あ
ら
ゆ
る
も

の
を
造
り
出
し
て

い
る
と
し
、

「
心
佛
及
衆
生

是
三
無
差
別
」

と
心
と
佛

と
衆
生

の
三
者

に
差
別
が
な

い
と
し
、
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「
諸
悉
了
知

一
切
從
心
轄
」
と
す

べ
て
の
佛

が

]
切
の
も

の
が
心
よ
り
転
じ
た
も

の
で
あ
る

こ
と
を
了
知
さ
れ
て
お
り
、

「若
能
如
是
解

彼
人
見
眞
佛
」
と

こ
ご
こ
と
を
理
解
す

る
な
ら
ば
そ
の
人
は
眞

の
佛
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
断
じ
て

い
る
の
で
あ
る
。

二
番
目

の
広
大
無
限

の
世
界
像

は

爾
時
普
賢
菩
薩
。
告
諸
菩
薩
言
。
佛
子
。
諸
世
界
海
。
有

世
界
海
微
塵
等
荘
嚴
。
悉
鷹
當
知
。
所
謂

一
切
境
界
種
種
雲
荘
嚴
。

一
切
世
界
衆
生
行
業
荘
嚴
。
三

世
諸
佛
及
普
賢
菩
薩
力
荘
嚴
。
有
如
是
等
下
界
海
微
塵
数
荘
嚴
。
爾
時
普
賢
菩
薩
。
以
偶
頒
日

如
世
界
海
微
塵
等

雑
光
明
雲
出
梵
音

衆
生
業
海
廣
無
際

一
一
境
界

一
切
佛

一
切
境
界
諸
佛
雲

種
種
衆
妙
荘
嚴
雲

普
賢
菩
薩
佛
子
等

と

「
一
切
十
方
世
界
海

爾
時
普
賢
菩
薩
。

於
此
蓮
華
藏

無
量
大
慈
雲

一
切
盧
空
界

如
意
寳
遍
布

諸
摩
尼
寳
中

一
切
衆
浄
寳

不
可
思
議
業
果
報

聞
干

一
切
諸
佛
刹

浮
荘
嚴
雲
出
妙
音

荘
嚴
刹
海
皆
悉
見

藪
等
衆
生
満
十
方

皆
悉
校
飾
諸
佛
刹

悉
能
荘
嚴
諸
佛
刹

種
種
嚴
浮
廣
無
邊
L

以
偶
頒
日

荘
嚴
世
界
海

充
漏
諸
衆
生

光
明
遍
充
漏

種
種
妙
華
嚴

無
量
菩
薩
雲

悉
放
光
明
雲

『華

厳

経

』

と
教

育

(
一
)

一
切
十
方
世
界
海

菩
薩
無
量
功
徳
海

業
報
如
實
随
磨
攣

過
去
未
來
現
在
劫

佛
自
在
行
令
衆
知

+
方
世
界
諸
道
場

衆
生
等
劫
浮
行
海

種
種
嚴
浮
廣
無
邊

妙
聲
遍
漏

一
切
刹

諸
佛
力
故
悉
周
満

一
切
十
方
諸
世
界

是
謂
如
來
荘
嚴
刹

一
切
衆
具
妙
荘
嚴

於
此
世
界
悉
顯
現

無
量
浮
色
普
荘
嚴

諸
誓
願
雲
具
荘
嚴

一
切
三
世
諸
如
來

於
無
量
劫
浮
荘
嚴

衆
香
猷
流
及
華
流

靡
不
観
見
此
刹
海

(盧
舎
那
佛
品
)

上
妙
功
徳
常
充
満

聲
震
十
方
世
界
海

自
在
普
現
無
量
刹

=

佛
刹
皆
悉
見

]
切
衆
寳
摩
尼
流

猶
如
空
中
電
光
現

と
描
か
れ
る
世
界
が
種

々
に
荘
厳
さ
れ
た
広
大
無
辺
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、

一
切
妙
寳
藏

捨
離
自
己
身

安
住
不
可
動

以
本
願
力
故

遍
遊
十
方
國

十
方
諸
世
界

種
種
浮
光
明

如
佛
刹
塵
数

勝
風
輪
常
持

威
在
於
盧
空

光
明
極
熾
盛

一
切
皆
充
漏

一
切
微
塵
等

於
無
量
行
海

一
切
寳
荘
嚴

堅
固
善
安
住

寳
華
盛
妙
色

滅
除

一
切
苦

過
去
佛
所
住

常
修
令
清
浮

妙
風
常
流
行

一
切
寳
荘
嚴

荘
嚴
光
明
輪

安
立
無
上
道

昔
於
諸
有
海

是
故
蓮
華
藏

盧
舎
那
暖
願

十
方

一
切
界

充
漏
諸
法
界

妙
色
悉
普
照

離
垢
悉
清
浮

世
界
海
荘
嚴

令
國
土
嚴
浮

放
清
浮
光
雲

十
方
靡
不
遍

一
切
世
界
海
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『
華

厳

経

』

と
教

育

(
一
)

於
此
蓮
華
藏

世
界
海
之
内

=

微
塵
中

見

一
切
法
界

一
切
諸
佛
雲

放
寳

光
明
照

是
盧
舎
那
刹

有
無
量
自
在

一
切
衆
生
等

蓮
華
中
諸
佛

興
種
種
無
量

自
在
攣
化
雲

繹
梵
諸

天
衆

及
轄
輪
聖
王

一
切
衆
生
類

皆
悉
得
安
住

攣
化
放
光
明

悉
與
法
界
等

一
切
光

明
中

出
諸
佛
妙
音

知
諸
衆
生
心

所
念
無
有
蝕

無
数
方
便
門

調
伏
群
生
類

離

】
切
顛
倒

常
住
於
寂
静

無
量
光

明
雲

悉
與
法
界
等

普
賢
所
行
智

無
上
勝
妙
地

於
光
荘
嚴
中

皆
悉
具
足
聞

(盧
舎

那
佛

品
)

と

「
妙
色
悉
普

照

一
切
世
界
海

於
此
蓮
華
藏

世
界
海
之
内

一
一
微
塵
中

見

一
切
法
界
」

に
示
さ
れ
る
よ
う

に
佛

の
光

明
が

一
切

の
世
界
海

を
照
ら
し
出
し
、

ど
ん
な
微
塵

の
中

で
さ
え
も
法
界
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

第
三

の
蓮
華
蔵

世
界
で
は

一
切

の
も

の
が
、

た
が
い
に
か
か
わ
り
あ

い
、
大
き
な
調
和

と
融
和

の
な

か
で
生
き

て
い
く

と
い
う

「
十
玄
縁
起
」
を
示
す

も

の
で
、

法
藏

が

『
探
玄
記
』

に
お

い
て

「
十
玄
縁
起
」
を
、
①

同
時
具
足
相
応
門
。
諸
事
象

が
同

一
時
に
具
足
円
満
し
、
彼
此
照
応
す
る
こ
と
。
②
広
狭
自
在
無

凝
門
。
諸

度
門
の
行
と

い
う
点

か
ら
み
て

一
多

・
純
雑

の
相
即
相
入
を
語
る

一
門
。
③

一
多
相
容
不
同
門
。

一
つ
の
事
象

と
多
く

の
事
象
と
が
そ
の
力
や
用

(は
た
ら
き
)
を

互

い
に
摂
融
す

る
が
、
常

に

一
多

の
特
徴
を
失
わ
な

い
こ
と
。
④
諸
法
相
即
自
在
門
。

一
つ
の
事
象

と
多
く

の
事
象
と

の
体
が
融
通
無
凝

で
あ

っ
て
、

一
即
多
、
多

即

一
で
あ
る

こ
と
。
⑤

隠
密
顕
了
倶
成
門
。

一
つ
の
事
象

と
多
く

の
事
象
と
は
、
隠
顕

が
あ
る
が
、

ま
た
互

い
に
縁
起
を
成
立
さ
せ
て
先
後

の
な

い
こ
と
。
⑥
微
細

相
容
安
立
門
。

一
つ
は
多
を
含
み
、
多

は
位
置
を
容
れ
、

一
多

の
破
壊
し
な

い
こ
と
を

い
う
。
⑦
因
陀
羅
網
法
界
門
。
諸
事
象
が

一
多
即
相
入
し
て
重
重
に
映
現
し
、

隠
映
互

い
に
現
わ
れ
て
無
尽
な

こ
と
を

い
う
。

こ
れ
を
イ

ン
ド
ラ
神

の
網
に
た
と
え
る
。
⑧
託
事
顕
法
生
解
門
。
智
と

い
う
点
か
ら

み
て
縁
起
せ
る
諸
事
象

は

一
つ

と
し
て
仮
託
せ
る
も
の
が
な

い
こ
と
を

い
う
。
⑨
十
世
隔
法
異
成
門
。
世
す
な
わ
ち
時
間

と
い
う
点

か
ら

み
て
、

一
多

の
相
即
相
入
を
明
ら
か
に
す
る
門
。

過
去

.

現
在

・
未
来

の
三

世
に
各
三
世
が
あ

る
か
ら
合

わ
せ
て
九

世
を
成
じ
、
九
世
は
相
即
相
入
す
る
に

一
念

と
な
り
、
総
と
別

と
で
十
世
と
な
る
。
⑩
主
伴
円
明
具
徳
門
。

諸
事
象

は
み
な
如
來
蔵
心
を
そ

の
本
性
と
し
て

い
て
、
ど
れ
も
心

の
外

の
実
在

で
は
な

い
か
と

い
う

こ
と
を
さ
し
て
い
う
。
…
…
す

べ
て
の
存
在
、
す

べ
て

の
あ
り

方
が
果

て
し
な
く
自
在
に
相
即
し
、
融
通
し
て

い
る
こ
と
を
十

の
方
面
か
ら
説

い
た
教
説

(中
村
元
著

『
佛
教
語
大
辞
典
』

に
よ
る
)
と
し
て

い
る
。

四
番
目

の

「
広
狭
自
在
無
限
門
」

の
世
界
で
あ
り
、
「
一
即
多
、
多
即

一
」

の
世
界
像

は

爾
時
天
帝
繹
。
白
法
慧
菩
薩
言
。
佛
子
。
初
號
心
菩
薩
。
爲
成
就
功
徳
藏
。
法
慧
答
言
。
佛

子
。
是
庭
甚
深
難
知
難
信
難
解
難
説
難
通
難
離
分
別
。
錐
然
我
當
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承
佛
神
力
具
足
演
説
。
佛
子
。
假
使
有

人
。
供
養
東
方
阿
僧
祇
世
界
衆
生

一
切
樂
具
。
乃
至
劫
。
然
後
教
令
浮
五
戒
。
南
西
北
方
四
維
上
下
亦
復
如
是
。
佛
子
。

於
意
云
何
。
彼
人
功
徳
寧
爲
多
不
。
帝
繹
言
。
佛
子
。
除
諸
如
來
其
鹸

一
切
。
不
能
構
量
彼

人
功
徳
。
法
慧
菩
薩
語
帝
繹
言
。
佛
子
。
初
稜
心
菩
薩
。
功
徳
之
藏

百
分
。
彼
人
功
徳
不
及
其

一
。
千
分
百
千
分
。
億
分
百
億
分
。
千
億
分
百
千
億
分
。
百
那
由
他
分
。

千
那
由
他
分
。
百
千
那
由
他
分
。
億
那
由
他

分
。
百
億

那
由

他
分
。
千
億
那
由
他
分
。
百
千
億
那
由
他
分
。
乃
至
不
可
数
不
可
諭
不
可
説
分
。
彼
人
功
徳
不
及
其

一
。
佛
子
。
復
置
此
諭
。
假
使
有
人
。
供
養

十
方
各

十
阿
僧

祇
世
界
衆
生

一
切
樂
具
。
乃
至
百
劫
。
然
後
教
令
浮
修
十
善
。
教
十
善
己
。
又
復
供
養

一
切
樂
具
。
乃
至

千
劫
。
然
後
教
令
浮
修
四
輝
。
教
四
輝
己
。
又
復
供
養

一
切
樂
具
。
至
百
千
劫
。
然
後
教
行
四
無
量
心
。
又
復
供
養

一
切
樂
具
。

乃
至
億
劫
。
然
後
教
行
四
無
色
定
。
又
復
供
養

一
切
樂
具
。
至
百
億
劫

。
然
後
教
令
得

須
陀
沮
果
。
又
復
供
養

]
切
樂
具
。
至
千
億
劫
。
然
後
教
令
得
斯
陀
含
果
。
又
復
供
養

一
切
樂
具
。
至
百
千
億
劫
。
然
後
教
令
得
阿
那
含
果
。
又
復
供
養

一
切
樂

具
。
至
億
那
由
他
劫
。
然
後
教
令
得
阿
羅
漢
果
。
又
復
供
養

一
切
樂
具
。
至
千
億
那
由
他
劫
。
然
後
教
令
蓋
成
縁
毘
。
佛
子
。
於
意

云
何
。
彼
人
功
徳
寧
爲
多
不
。

帝

繹
白
言
。
佛
子
。
彼
人
功
徳
。
唯
除
諸
佛
。
其
絵

一
切
悉
不
能
知
。
法
慧
言
。
佛
子
。
初
襲
心
菩
薩
。
功
徳
之
藏
。
百
分
千
分
。

乃
至
不
可
数

不
可
讐
諭
不

可

説

分
。
彼
人
功
徳
不
及
其

一
。
何
以
故
。
佛

子
。

一
切
諸
佛
初
襲
心
時
。
不
爲
供
養
十
方
各
十
阿
僧
祇
世
界
衆
生

一
切
樂
具
。
百
劫

乃
至
千
億
那
由
他
劫
故
出
興

於
世
。
亦
不
爲
教
爾
所
衆
生
浄
修
五
戒
十
善

四
輝
四
無
量
心

四
無
色
定
。
須
陀
疸
果
斯
陀
含
果
。
阿
那
含
果
阿
羅
漢
果
。
辟
支
佛
道
故
出
興
於
世
。
不
断
佛
種
故
。

號
菩
提
心
欲
充
漏
十
方

一
切
世
界
故
。
襲

菩
提
心
。
欲
悉
度
脱

一
切
衆
生
故
。
獲
菩
提
心
。
欲
悉
知

一
切
世
界
成
壊
故
。
護
菩
提
心
。
欲
悉
知

一
切
世
界
中
衆
生

垢
浮
起
故
。
襲
菩
提
心
。
欲
悉
知

一
切
世
界
自
性
清
浮
故
。
獲
菩
提
心
。
欲
悉
知

一
切
群
生
虚
妄
煩
悩
習
氣
故
。
獲
菩
提
心
。
欲
悉
知

一
切
衆
生
死
此
生
彼
故
。

獲
菩
提
心
。
欲
悉
知

一
切
衆
生
諸
根
方
便

故
。
稜
菩
提
心
。
欲
悉
知

一
切
衆
生
心
心
所
念
故
。
稜
菩
提
心
。
欲
悉
分
別
三
世

一
切
衆
生
故
。
登
菩

提
心
。
欲
悉
知

一
切
諸
佛
平
等
境
界
故
。
襲
菩
提
心
。
佛
子
。
復
置
此
諭
。
假
使
有
人
。
於

一
念
頃
。
能

過
東
方
無

量
世
界
。
彼
人
以
此
自
在
神
力
。
從
此
東
行
。
蓋
無
量
無
数

阿
僧
祇
劫
。

猶
不
能
得
世
界
邊
際
。
又
第
二
人
神
力
自
在
。

於

一
念
頃
。
能
過
前

人
無
量
無
数
阿
僧
祇
劫
所
行
世
界
。
此
第

二
人
從
此
東
行
。
壼
無
量
無
数
阿
僧

砥
劫
。
猶
不
能
得
世
界
邊
際
。

又
第
三
人
神
力
自
在
。
於

一
念
頃
。
能
過
前
人
無
量
無
数
阿
僧
祇
劫
所
行
世
界
。
又
第
四
人
神
力
自
在
。
於

一
念
頃
。
能

過
前

人

無
量
無
敷
阿
僧
祇
劫
所
行
世
界
。

又
第
五
人
神
力
自
在
。
於

一
念
頃
。
能
過
前
人
無
量
無
数
阿
僧
祇
劫
所
行
世
界
。
又
第
六
人
神
力
自
在
。
於

一
念
頃
。
能
過
前

人
無

量
無
数
阿
僧
祇
劫
所
行
世
界
。
又
第
七
人
神

力
自
在
。
於

一
念
頃
。
能

過
前
人
無
量
無
数

阿
僧
祇
劫
所
行
世
界
。
又
第
八
人
神
力
自
在
。
於

一
念
頃
。
能

過

前

人
無
量
無
敷
阿
僧
祇
劫
所
行

世
界
。
又
第
九
人
神
力
自
在
。
於

一
念
頃
。
能
過
前

人
無
量
無
数
阿
僧
祇
劫
所
行
世
界
。
又
第
十
人
神
力
自
在
。

於

一
念
頃
。
能

『華
厳
経
』
と
教
育

(
一
)
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『華
厳
経
』
と
教
育

(
こ

過
前

人
無
量
無

数
阿
僧
祇
劫
所
行
世
界
。
彼
第
十
人
。
以
此
最
海
自
在
神
力
。
從

此
東
行
。
蓋
無
量
無
数
阿
僧
祇
劫

。
猶
故
不
得
世
界
邊
際
。
十
方
世
界
亦
復
如

是
。
如
是
展
轄

乃
至

百
人
。
其
人
以
此
最
勝
自
在
神
力
。
於
無
量
無
数
阿
僧
祇
劫
所
至
十
方
。
尚
可
了
知
得
其
邊
際
。
初
襲
心
菩
薩
功
徳
之
藏
不
可
得
知
。
何
以

故
。
初
稜
心
菩
薩
不
齊
限
。
爲
爾
所
世
界
衆
生
故
。
獲
菩
提
心
。
悉
爲
十
方

一
切
世
界
衆
生
故
。
欲
度

一
切
衆
生
故
。
欲
分
別
知

一
切
世
界
故
。
饗
菩
提
心
。
欲

知
微
細
世
界
即

是
大
世
界
。
知
大
世
界

即
是
微
細
世
界
。
知
無
量
無
邊
世
界
即
是

]
世
界
。
知
無
量
無
邊
世
界
入

一
世
界
。
知

一
世
界
入
無
量
無
邊
世
界
。
知

穂

世
界
即
是
浮
世
界
。
知
浮

世
界
。
即
是
稜
世
界
。
於

一
毛
孔
中
。
悉
分
別
知

一
切
世
界
。
於

]
切
世
界
中
。
悉
分
別
知

一
毛
孔
性
。
知

一
世
界
出
生

一
切
世
界
。

知

一
切
世
界
猶
如
虚
空
。
欲
於

一
念
知

一
切
世
界
悉
無
有
蝕
故
。
獲
阿
褥
多
羅
三
貌

三
菩
提
心
。
佛
子
。
復
置
此
諭
。
假
使
有
人
於
東
方
無
量
無
邊
阿
僧
祇
世
界
。

於

一
念
中
。
悉
分
別
知
成
敗
之
藪
。
此
人
精
勤
方
便
。
念
念
次
第
。
於
無
量
無
数
阿
僧
祇
劫
。
欲
書
算
知
東
方
世
界
成
敗
之
敷
。
猶
不
能

知
。
又
第
二
人
於
第

一

人
無
量
無
歎
阿
僧
祇
劫
所
算
世
界
成
敗
之
数
。
於

一
念
中
悉
能
了
知
。
此
人
精
勤

方
便
。
念
念
次
第
。
於
無

量
無
邊
阿
僧
祇
劫
。
猶
不
能
知
東
方
世
界
成
敗
之
数
。

如
是
展
轄
乃
至
第
十
。
彼
第
十
人
。
於
第
九
人
無
量
無
邊
阿
僧
祇
劫
所
等
世
界
成
敗
之
敷
。

於

一
念
中
悉
能

了
知
。
此
人
精
勤
方
便
。
念
念
次
第
。
於
無
量
無
邊

阿
僧
祇
劫
。
猶
不
能
蓋
知
東
方
世
界
成
敗
之
敷
。
乃
至
十
方
亦
復

如
是
。
十
方
無
量
無
邊

世
界
成
敗
之
数
。
尚
可
了
知
。
初
登
心
菩
薩
功
徳
之
藏
。
不
可
得
知
。

何
以
故
。
初
猛

心
菩
薩
摩
詞
薩
。
不
爲
齊
限
。
知
爾
所
世
界
劫
数
成
敗
故
。
襲
菩
薩
摩
詞
薩
。
欲
悉
了
知

一
切
世
界
劫
数
成
敗
故
。
獲
菩
提
心
。
欲
知
長
劫
即
是

短
劫
。
短
劫

即
是
長
劫
。
知

一
劫
即
是
不
可
数
阿
僧
舐
劫
。
不
可
敷
阿
僧
祇
劫

即
是

一
劫
。
知

一
切
有
佛
劫
。
知

一
切
無
佛
劫
。
知

一
佛
中
有
無
量
佛
。
知
無
量

佛
劫
中
有

嗣
佛
。
知

異
劫
中
有
無
異
劫
。
知
無
異
劫
中
有
異
劫
。
知
有
垂
劫
是
無
盤
劫
。
無
盤
劫
是
有
知
垂
劫
。
知
無
量
劫
即
是

鞠
念
。
知

噛
念
即
是
無
量
劫
。

知

]
切
劫
入
無
劫
。
知
無
劫
入

剛
切
劫
。
欲
悉
了
知

過
去
未
來
際
及
現
在

剛
切
世
界
劫
数
成
敗
故
。
獲
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
。
是
名
菩
薩
初
大
誓
荘
嚴
。
所

謂
悉
知

一
切
劫
智
慧

照
明
。

(初
獲
心
功
徳
品

太
字
は
引
用
者
に
よ
る
)

と
描
か
れ
る
世
界
観
で
あ

る
。

大
世
界
を
知

る
こ
と
は
微
細
世
界
を
知
る

こ
と
で
あ
り
、
浮
世
界
を
知
る

こ
と
は
積
れ

た
世
界
を
知

る
こ
と
で
あ
り
、

]
毛
孔
中

に

悉
く

一
切
世
界
を
分
別
す

る
知
を
見
出

せ
る
と
す
る
。
即
ち
大
世
界
を
知

れ
ば
そ

の
ま
ま
小
世
界
を
知
る
こ
と

で
あ
り
、
微
細
な
世
界
を
極

め
れ
ば
そ
の
ま
ま

一
切

世
界
を
知
る

こ
と

に
な
る
と
す
る

の
で
あ
り
、
謂
わ
ば

「
一
芸

に
通
ず

る
は
多
芸

に
も
通
ず

る
」
と
す

る
ば

か
り

で
な
く
、
大
世
界

の
知

が
微

細
な
世
界

(ー1
分

野
)

で
の
知

に

つ
な
が
る
と
す
る
、
言
わ
ば
汎
知
学

に
通
ず
る
世
界
像
を
描

い
て

い
る

の
で
あ

る
。

こ
う
し
た
特
異
な
大
小
世
界

の
認
識

に
と
ど
ま
ら
ず
時
間
論

に

も
特
異
な
認
識
論

が
展
開

さ
れ

て
い
る
。
即
ち
菩
提
心
を
発
す
る
な
ら
ば
、
長
劫

が
即
ち
短
劫

で
あ

り
、
短
劫

が
即
ち
長
劫

で
あ
り

一
劫

が
不
可
数
阿
僧
砥
劫
と
な
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る
と
す

る
。

こ
う

し
た
独
特

の
世
界
観

に
た

つ

『
華
厳
経
』

の
世
界

で
あ
る
が
、
そ
れ
は

"
仏
陀

へ
の
道
"
す
な
わ
ち
ボ
サ

ツ
と
し

て
の
修
行
は
遠
く
か

つ
困
難

で
あ

る
こ
と

も
描

い
て
い
る
。

是
時
普

賢
菩
薩
。
成
就
不
可
思
議
方
便
法
門
海
。
能

入
如
來
無
量
功
徳
海
。
所
謂
出
生
究
寛
浮
諸
佛
土
調
伏
衆
生
法
門
。
詣
諸
佛
所
能
起

一
切
具
足
功
徳
法
門
。

菩
薩
諸
地
願
行
法
門
。
普
門
示
現
法
界
塵
数
身
雲
法
門
。
持
諸
佛
土
不
可
思
議
方
便
輪
法
門
。

一
切
衆
生
中
自
在
顯
現
無
量
無
邊
菩
薩
境
界
法
門
。
於

一
念
中
知

三
世
劫
生
滅
法
門
。
分
別
顯
現

一
切
菩
薩
諸
根
境
界
海
法
門
。
其
身
自
在
充
漏
無
量
無
邊
法
界
法
門
。

一
切
菩
薩
種
種
方
便
廣
分
別
法
入

一
切
智
方
便
法

門
。
爾

時
普
賢
菩
薩
。
劫
観

]
切
大
衆
。
以
偶
頒

日

最
勝
嚴
浮

師
子
座
上

佛
示

]
切

無
有
邊
際

佛
於
方
便

遍
諸
道
場

不
可
思
議

所
有
境
界

佛
以

一
言

こ
の

行
L
「+
廻
向
」

な
お
、

還
果
、

無
敷
佛
土

】
切
塵
中

諸
菩
薩
行

微
塵
数
等

悉
已
清
浮

演
暢
最
勝

世
護
能
見

離
垢
如
來

説

一
切
地

無
量
浄
色

亦
復
如
是

説
諸
方
便

諸
化
佛
身

調
伏
衆
生

菩
薩
本
行

無
量
大
衆

猶
如
盧
空

]
切
法
相

「妙
覚
」

甚
深
功
徳

而
如
來
身

不
可
思
議

教
導
無
量

令
除
垢
機

一
切
三
世

数
不
可
蓋

清
浮
無
著

皆
悉
窮
審

眞
浮
離
垢

亦
不
往
彼

令
諸
佛
子

衆
主
等
類

一
切
塵
数

所
有
劫
数

如
來
眞
子

等
眞
法
性

無
量
方
便

佛
子
充
漏

普
現
佛
土

入
浮
法
界

一
切
十
方

諸
佛
國
土

於
念
念
中

欲
観
佛
地

現
化
無
量

一
]
門
中

常
聞
妙
法

功
徳
境
界

離
垢
浮
眼

如
來
刹
土

如
來
示
現

悉
見
無
蝕

}
切
法
門

不
可
窮
蓋

演
暢
諸
法

不
思
議
音

悉
入
無
量

住
深
法
性

世
尊
皆
悉

無
量
自
在

観
彼
生
滅

無
量
無
邊

悉
坐
道
樹

亦
悉
無
蝕

"
ボ
サ
ツ
の
修
行
"

の
段
階
は

「
十
行
」

「
十
廻
向
」

と
さ
れ
る

の
で
あ

る
。

(求
道
者

の
修

行
す

べ
き
段
階
は
、

「
十
地
」
「
等
覚
」

の
五
十
二
位

に
分
け
ら
れ
る
。

「十
信
」
は
初
心

の
求
道
者

が
修
す

べ
き
十
種

の
心
と
さ
れ
、

小
乗
仏
教

で
は

「
四
向
四
果
」

が
修
行
目
標

〈
向
〉
と
到
達
境
地

〈
果
〉

と
さ
れ
、
①

預
流
向
、
②

預
流
果
、
③

一
来
向
、

⑦

阿
羅
漢
向
、
⑧
阿
羅
漢
果

と
さ
れ

て
い
る
。

『
華
厳
経
』
で
は

「
十
住
」
以
降

の
四
十

の
段
階

が
言
及
さ
れ
て

い
る
。
)

『華
厳
経
』
と
教
育

(
こ

見
佛
庭
此

諸
地
方
便

十
方
無
量

爲
平
等
護

梵
音
和
雅

如
實
法
相

非
諸
佛
子

成
等
正
豊

(世
間
浄
眼
品
)

「十
信
」
「十
住
」
「十

凡
夫
の
段
階
と
さ
れ
る
。

④

一
来
果
、
⑤
不
還
向
、
⑥
不
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『
華
厳
経
』
と
教
育

(
一
)

『
華
厳
経
』

で
は

「十
住
」
を

爾
時
諸
佛
。
各
伸
右
手
。
摩
法
慧
菩
薩
頂
。
摩
其
頂
已
。
即
從
定
起
。
告
衆
菩
薩
。
言
。
諸
佛
子
。
菩
薩
種
。
性
甚
深
廣
大
。
與
法
界
虚
空
等
。

一
切
菩
薩
。

從
三
世
諸
佛
種
。
性
中
生
。
諸
佛
子
。
菩
薩
摩
詞
薩
十
住
行
。
去
來
現
在
諸
佛
所
説
。
何
等
爲
十
。

一
名
初
獲
心
。
二
名
治
地
。
三
名
修
行
。
四
名
生
貴
。
五

名
方
便
具
足
、
六
名

正
心
。
七
名
不
退
。
入
名
童
眞
。
九
名
法
王
子
。

十
名
潅
頂
。
諸
佛
子
。
是
名
菩
薩
十
住
。

(菩
薩
十
住
品
)

と
し

て
お
り
、
「
十
行
」
を

佛

子
何
等
爲
菩
薩
摩

詞
薩
行
。
菩
薩
有
十
行
。
三
世
諸
佛
之
所
宜
説
。
何
等
爲
十
。

一
者
歓
喜
行
。

二
者
饒
益
行
。
三
者
無
志
恨
行
。
四
者
無
蓋
行
。
五
者

離
擬
齪
行
。

六
者
善

現
行
。
七
者
無
著
行
。
八
者
尊
重
行
。
九
者
善
法
行
。
十
者
眞
實
行
。
是
爲
十
行
。

(菩
薩
十
行
品
)

と
し
、
さ
ら
に

「
十
廻
向
」
を

佛
子
。
何
等
爲
菩
薩
摩
詞
薩
廻
向
有

十
。
去
來
今
佛
悉
共
演
説
。
何
等
爲
十
。

一
者
救
護

一
切
衆
生
離
衆
生
相
廻
向
。
二
者
不
壊
廻
向
。
三
者
等

一
切
佛
廻

内

四
者
至

切
轟

向

五
者
無
霧

蕪

廻
印

六
者
随
順
平
等
善
根
廻
向

七
者
随
順
等
観

一
切
衆
生
廻
向

八
者
如
相
廻
向

九
者
舞

響

解
脱

謝

廻
向
。
十
者
法
界
無
量
廻
向
。

(金

剛
菩
薩
十
廻
向
品
)

ー

と
規
定
し
、
「
十
地
」
を

何
等
是
諸
菩
薩
摩
詞
薩
智
地
。
菩
薩
摩
詞
薩
智
地
有
十
。
過
去
未
來
現
在
諸
佛
已
説
今
説
當
説
。
爲
是
地
故
。
我
如
是
説
。
何
等
爲
十
。

一
日
漱
喜
。
二
日

離
垢
。
三

日
明
。
四
日
焔
。
五
日
難
勝
。
六
日
現
前
。
七
日
遠
行
。
八
日
不
動
。
九
日
善
慧
。
十
日
法
雲
。
是
十
地
者
。
三
世
諸
佛
已
説
今
説
當
説
。
我
不
見

有
讃
佛
國

土
。
不
説
是
十
地
者
。
何
以
故
。
此
十
地
是
菩
薩
最
上
妙
道
。

最
上

明
浄
法
門
。
所
謂
分
別
十
地
事
。
諸
佛
子
。
是
事
不
可
思
議
。
所
謂
菩
薩
随
順

諸
地
智
慧
。
金
剛
藏
菩
薩
説
諸
菩
薩
十
地
名
己
。
黙
然
而
住
。
不
復
分
別
。
時

一
切
菩
薩
聞
説
菩
薩

十
地
名
已
。
威
皆
渇
仰
。
欲
聞
解
繹
。
各
作
是
念
。
何
因

何
縁
。
金
剛
藏
菩
薩

説
十
地
名
已
黙
然
而
住
。

(十
地
品
)

と
す

る
が
、

「
等
覚
」

「
妙
覚
」

に

つ
い
て
は
言
及
し

て
い
な

い
。
金

剛
藏
菩
薩

が
菩
薩
摩
詞
薩

は
十
地

の
名

称
を
挙
げ

た
だ
け

で
黙

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
、
他
化
自

在
天
摩
尼
寳
殿
上

に
集

っ
た
諸
菩
薩

は

こ
の
金
剛
藏
菩
薩

の
説
示
に
満
足

せ
ず

、
解
脱
月
菩
薩

が

一
同
を
代
表
し

て
よ
り
詳
し

い
説

示
を
金
剛
藏
菩
薩

に
求
め
、
そ

れ
に
対
し
て
金
剛
藏
菩
薩

は
偶
碩

で
次

の
よ
う

に
答
え
る
。



諸
菩
薩
所
行

第

■
難
思
議

分
別
是
十
地

諸
佛
之
根
本

微
妙
甚
難
見

非
心
所
能
及

從
佛
智
慧
出

若
聞
則
迷
没

持
心
如
金
剛

深
信
佛
智
慧

以
爲
第

一
妙

心
無
有
疑
難

遠
離
計
我
心

及
心
所
行
地

如
是
諸
菩
薩

爾
乃
能
聴
聞

寂
滅
無
漏
智

分
別
説
甚
難

如
豊
於
虚
空

如
執
於
疾
風

我
念
佛
智
慧

第

一
難
思
議

衆
生
少
能
信

是
故
我
黙
然

(十
地
品

太
字
は
引
用
者
に
よ
る
)

と

「第

一
難
思
議

衆
生
少
能
信
」
と
い
っ
て
沈
黙
の
理
由
を
挙
げ
る
が
、
解
脱
月
菩
薩
は
こ
こ
に
参
集
す
る
諸
菩
薩
は
皆
直
心
清
浮
で
善
く
菩
薩
道
を
行
な

っ

て
お
り
、
諸
佛
を
善
く
恭
敬
供
養
し
、
無
量
深
厚
な
る
功
徳
を
成
就
し
て
お
り
、
信
も
深
い
者
で
あ
る
の
で
更
な
る
説
示
を
求
め
、
金
剛
藏
菩
薩
は
再
三
再
四
菩
薩

の
境
地
の
説
示
を
拒
ん
だ
が
、
参
集
し
た
諸
菩
薩
の
熱
心
な
要
請
を
受
け
容
れ
、
と
う
と
う
次
の
偶
頒
を
歌
い
出
す
。

諸
佛
聖
主
道

遠
離
於
諸
趣

言
説
所
難
及

但
以
智
可
知

漸
次
具
諸
地

智
慧
諸
随
順

大
音
唱
因
諭

と
、
先
ず

具
諸
地

微
妙
甚
難
解

等
同
浬
藥
相

地
行
亦
如
是

非
識
之
所
及

智
者
所
能
及

諸
地
相
入
行

義
名
不
相
違

非
思
量
所
得

無
中
亦
無
後

説
之
猶
尚
難

如
空
　
難
説

如
是
諸
地
行

於
無
量
億
劫

佛
神
力
無
量

唯
智
者
行
庭

非
言
僻
所
説

何
況
以
示
人

何
可
示
其
相

微
妙
甚
難
見

説
之
不
可
蓋

今
皆
在
我
身

其
性
從
本
來

出
過
於

二
世

諸
佛
之
智
慧

十
地
義
如
是

不
可
以
心
知

今
如
實
略
説

我
之
所
説
者

寂
然
無
生
滅

其
相
如
虚
空

離
諸
心
数
道

非
心
意
所
行

當
承
佛
力
説

其
義
無
有
絵

如
大
海

一
滴

從
本
已
來
空

諸
佛
所
行
塵

不
可
得
思
議

是
事
錐
爲
難

汝
等
當
恭
敬

一
心
恭
敬
待

(十
地
品

滅
除
諸
苦
悩

清
浮
深
寂
滅

非
有
陰
界
入

登
願
行
慈
悲

威
共

一
心
聴

今
承
佛
力
説

「
諸
佛
聖
主
道

微
妙
甚
難
解

非
思
量
所
得
」
と
し

た
上

で
、
「
十

地
義

如
是

非
心
意
所
行

漸
次

智
者
所
能

及
」
と
し

て

「
我
之
所
説
者

如
大
海

一
滞
」
と
謙
遜
し
な

が
ら
十
地

の
説
示
を
行
な
う

の
で
あ

る
。

金
剛
藏
菩
薩

は
第

一
の

「
歓
喜
地
」
を

諸
佛
子
。
菩
薩
摩
詞
薩
。
住
歓
喜
地
。
多
喜
。
多
信
。
多
清
浮
。
多

踊
悦
。
多
調
柔
。
多
堪
受
。
不
好
圖
課
。
不
好
悩
乱
衆
生
。
不
好
瞑
恨
。
諸
佛
子
。
諸

菩
薩
住
是
歓
喜
地
。
念
諸
佛
法
故
。
生
歓
喜
心
。
念
諸
菩
薩
摩

詞
薩
故
。
生
歓
喜
心
。
念
諸
波
羅
蜜
清
浮
相
故
。
生
歓
喜
心
。
念
諸
菩
薩

與
衆

殊
勝
故
。
生
漱

喜
心
。
念
諸
菩
薩
力
不
可
壊
故
。
生
歓
喜
心
。
念
能
爲
利
益
衆
生
故
。
生
歓
喜
心
。
念

一
切
佛

一
切
菩
薩
所
入
智
慧
方
便
門
故
。
生
歓
喜
心
。

菩
薩
復
作
是
念
。

『華
厳
経
』
と
教
育

(
こ

太
字
は
引
用
者

に
よ
る
)
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『華
厳
経
』
と
教
育

(
こ

我
韓
離

一
切
世
間
境
界
。
生
歓
喜
心
。
入

一
切
佛
平
等
中
。
生
漱
喜
心
。
遠
離
凡
夫
地
。
生
歓
喜
心
。
近
智
慧
地
。
生
歓
喜
心
。
断

一
切
悪
道
。
生
歓
喜
心
。

與

一
切
衆
生

作
依
止
。
生
漱
喜
心
。
近
見

一
切
諸
佛
。
生
歓
喜
心
。
生
諸
佛
境
界
。
生
歓
喜
心
。

入

一
切
諸
菩
薩
敷
。
生
歓
喜
心
。
離

一
切
恐
怖
。
生
歓
喜
心
。

所
以
者
何
。

是
菩
薩
得
漱
喜
地
。
所
有
怖

畏
即
皆
遠
離
。
所
謂
不
活
畏
。
悪
名
畏
。

死
畏
。
堕
悪
道
畏
。
大
衆
威
徳

畏
。
離
如
是
等

一
切
諸
畏
。
何
以
故
。
是

菩
薩
離
我
相

故
。
尚
不
貧
身
。
況
所
用
物
。
是
故
菩
薩
不
活
畏
。
心
不
希
望
恭
敬
供
養
。
我
磨
供
養
衆
生
供
給
所
須
。
是
故
菩
薩
無
悪
名
畏
。
遠
離
我
見
。
無

我
相
故
。
無
有

死
畏
。

又
作
是
念
。
我
若

死
已
。
所
生
必
見
諸
佛
菩
薩
。
是
故
無
有
堕
悪
道
畏
。
我
所
志
樂
。
無
與
等
者
。
何
況
有
勝
。
是
故
無
有
大
衆
威
徳

畏
。
如
是
菩
薩

永
離

一
切
諸
恐
怖
事
。
諸
佛
子
。
是
菩
薩
以
大
悲
爲
首
。
於

一
切
衆
生
。
生
心
無
嫌
恨
。

直
心
堅
固
自
然
清
浮
。
轄
復
勤
修

一
切
善
根
。
所
謂

信
心
増
上
。
多
行
浄
心
。
解
心
清
浄
。
多
以
信
心
分
別
。
出
生
大
悲
。
成
就
大
慈
。
心
不
疲
解
。
以
漸
塊
荘
嚴
。
成
就
忍
辱
柔
和
。
敬
順
佛
教
法
。
信
重
善
知

識
。
日
夜
常

修

一
切
善
根
。
常
愛
樂
法
。
求
多
聞
無
厭
。
如
所
聞
法
。
正
念
観
察
。
心
不
貧
著
。
不
求
名
聞
。
不
求
利
養
資
生
之
物
。
常
生
寳
無
有
厭
足
。
樂

一
切
智
地
。

欲
得
諸
佛
。
力
無

畏
不
共
法
。
求
助
諸
波
羅
蜜
法
。
離
諸
詔
曲
。
如
説
能
行
。
常
行
實
語
。
不
捨
菩
薩
戒
。
生
薩
婆
若
。
心
不
動
如

山
王
。
不
樂

世
間
事
。
成

就
出
世
間
善
根
。
集
善

助
菩
提
法
無
有
厭
足
。
常
求
勝
中
勝
道
。
菩
薩
成
就
如
是
浮
地
法
。
名
爲
安
住
歓
喜
地
。

(十
地
品
)

と
規
定
し
、
結
語

と
し
て

の
偶
頒
で

若
有
諸
衆
生

諸
佛

一
切
智

種
種
時
差
別

深
直
心
淳
至

即
離
凡
夫
地

其
心
不
可
動

無
有
瞑
恨
心

得
於
漱
喜
地

常
行
慈
悲
心

厚
修
集
善
根

無
量
力
清
浄

以
示
於
世
間

其
力
無
有
量

入
於
佛
所
行

猶
如
大
山
王

樂
漸
塊
恭
敬

即
過
五
恐
怖

恒
有
信
恭
敬

成
就
清
白
法

堪
受
力
堅
牢

略
説
則
蓋
求

心
向
無
障
凝

即
生
如
來
家

是
菩
薩
便
有

又
習
行
直
心

不
活
死
悪
名

漸
慌
功
徳
備

親
近
於
諸
佛

浮
修
諸
佛
國

諸
佛
之
功
徳

而
不
随
他
教

無
有
可
識
嫌

大
喜
相
顯
現

守
護
於
諸
根

悪
道
衆
威
徳

聲
夜
増
善
法

清
浮
信
樂
力

悲
心
救
世
間

磯
於
廣
大
心

同
諸
佛
平
等

則
同
於
諸
佛

其
心
常
清
浮

常
念
救
世
間

以
不
貧
著
我

樂
功
徳
實
利

随
順
慈
悲
心

稜
此
無
上
願

猶
若
如
虚
空

而
生
於
大
心

必
成
無
上
道

堪
受
於
大
事

念
求
諸
佛
智

及
與
我
所
故

不
樂
於
諸
欲

如
是
人
能
登

一
念
知
三
世

悲
心
智
慧
首

諸
佛
子
襲
生

生
如
是
心
時

心
不
樂
圖
訟

心
生
於
漱
喜

是
諸
佛
子
等

如
有
所
聞
法

無
量
之
佛
智

而
無
有
別
異

方
便
合
修
行

如
意
之
寳
心

即
便
得
初
地

不
好
悩
衆
生

我
當
得
此
事

遠
離
諸
怖
畏

能
常
善
思
惟

(60)



無
有
負
著
行

不
汚
諸
佛
家

而
襲
於
大
願

諸
菩
薩
同
心

法
界
世
浬
藥

知
從
因
縁
起

象
馬
及
車
乗

漸
塊
堪
受
力

菩
薩
住
是
地

菩
薩
住
初
地

如
法
而
化
導

能
見
百
諸
佛

能
以
百
菩
薩

聞
説
上
地
義

善
哉
金
剛
藏

大
智
願
解
説

と

「常
行
慈
悲
心

葱
塊

の
功
徳
を
備
え
、

第
二
の

「離
垢
地
」

佛
子
。

断
諸
利
養
心

不
捨
菩
薩
學

求
欲
見
諸
佛

見
聞
皆
不
空

諸
佛
出
智
慧

則
生
慈
悲
心

春
屡
與
人
民

漸
令
得
増
長

能
了
知
十
地

善
知
諸
地
行

一
切
皆
信
敬

震
動
百
國
土

春
屡
而
示
現

其
心
皆
清
浮

大
智
無
所
畏

第
二
地
行
相

恒
有
信
恭
敬

菩
薩

摩

詞
薩

。

『華
厳
経
』

常
樂
於
菩
提

遠
世
間
事
願

護
法
至
佛
所

一
切
微
塵
中

心
縁
起
智
轄

即
於
苦
衆
生

頭
目
及
手
足

能
以
恭
敬
心

展
轄
修
行
時

而
無
有
障
凝

勧
令
行
布
施

光
明
照
百
國

億
劫
不
能
蓋

歓
喜
無
有
量

善
説
菩
薩
地

一
切
皆
欲
聞

葱
塊
功
徳
備

昼
夜
に
善
法
を
増
し
、

を

已
具
足
初
地
。

と
教
育

(
こ

一
心
求
佛
智

樂
出
於
世
間

行
菩
薩
妙
行

諸
佛
成
佛
道

我
願
如
是
住

我
當
救
度
之

肌
肉
施
無
悔

供
養
無
量
佛

無
有
諸
障
凝

能
至
於
佛
地

以
求
佛
智
慧

飛
行
亦
如
是

是
初
菩
薩
地

各
於
所
坐
庭

解
脱
月
大
士

(十
地
品

書
夜
増
善
法 太

字
は
引
用
者

に
よ
る
)

行
諸
波
羅
蜜

求
善
法
無
厭

化

一
切
衆
生

襲
於
如
是
等

如
是
獲
大
願

爲
是
衆
生
故

求
種
種
経
書

智
者
於
日
夜

讐
如
買
客
主

住
是
初
地
中

菩
薩
若
捨
國

化
百
土
衆
生

名
之
爲
漱
喜

踊
住
虚
空
中

知
衆
心
清
浮

楽
功
徳
實
利

離
於
詔
曲
心

精
進
轄
増
益

浮

一
切
佛
土

無
量
無
邊
願

心
柔
軟
調
順

而
行
種
種
施

心
無
有
疲
倦

如
是
常
修
行

欲
利
諸
商
人

多
作
閻
浮
王

佛
法
中
出
家

入
於
百
法
門

利
益
衆
生
者

以
諸
上
妙
華

欲
聞
第
二
地

不
楽
於
諸
欲
L

随
説
而
能
行

諸
菩
薩
如
是

我
佛
國
土
中

是
願
無
窮
壷

能
信
佛
功
徳

所
謂
妙
國
土

得
解
其
義
趣

善
根
轄
明
浮

先
間
道
路
中

善
知
於
諸
法

勤
行
於
精
進

念
知
百
劫
事

今
已
分
別
尭

散
於
金
剛
藏

行
相
之
諸
説

と
慈
悲
心
を
行
じ
た
上

で
、

功
徳

の
実
利
を
願

い
諸

々
の
欲
望
を
達
成
し
よ
う

と
な
ど
と
は
考
え
な

い
。

欲
得
第
二
地
者
。
當
生
十
種
直
心
。
何
等
爲
十
。

圏
柔
軟
心
。

二
調
和
心
。

安
住
實
語
中

好
樂
諸
功
徳

漏
諸
大
菩
薩

如
虚
空
衆
生

而
観
於
衆
生

一
切
諸
珍
寳

能
随
世
而
行

猶
若
成
錬
金

諸
瞼
報
難
事

常
行
慈
悲
心

即
得
百
三
昧

示
現
於
百
身

一
切
菩
薩
衆

威
皆
稻
讃
言

即
請
金
剛
藏

信
を
も

っ
て
恭
敬
し
、

三
堪
受
心
。

四
不
放
逸
心
。

五
寂
滅

心
。

(61)



『華
厳
経
』
と
教
育

(
こ

六
眞
心
。
七

不
雑

心
。

八
無
貧
吝
心
。
九
勝
心
。
十
大
心
。
菩
薩
以
是
十
心
。
得
入
第

二
地
。
菩
薩
住
離
垢
地
。
自
然
遠
離

一
切
殺
生
。
捨
棄
刀
杖
。
無

瞑
恨

心
。
有
漸
有

塊
。
於

一
切
衆
生
。
起
慈
悲
心
。
常
求
樂
事
。
尚
不
悪
心
悩
於
衆
生
。
何
況
加
害
。
離
諸
劫
盗
。
資
生
之
物
常
知
止
足
。
若
物
屡
他
。
他
所
受

用
。

於
是
物
中
。
不
與
不
取
。
離
於
邪
婬
。
自
足
妻
色
。
於
他
女
人
。
不
生

一
念
。
離
於
妄
語
。
常
眞
實
語
。
諦
語
随
語
。

乃
至
夢
中
尚
不
妄
語
。
何
況
故
作
。
離

於
雨
舌
。
無
破
壊
心
。
於
岡
評
離
散
人
中
。
常
好
和
合
。
離
於
悪

口
。
所
有
言
語
麓
獲
苦
悪
。
自
壊
其
身
。
亦
壊
於
他
。
如
是
等
語
。
皆
悉
捨
離
。
離
無
義
語
。

常
自
守
護
所

可
言
説
。
慮
作
不
作
。
常
知
時
語
。
利
益
語
。
順
法
語
。
箒
量
語
。

乃
至
戯
笑
尚
無
所
犯
。
何
況
故
作
。
不
負
他
物
。
若
物
屡
他
。
他
所
撮

用
。

不
作
是
念
。
我
當
取
之
。
離
瞑
害
心
。
常
於
衆
生
。
求
愛
潤
心
。
慈
悲
心
。
離
於
占
相
。
習
行
正
見
。
決
定
深
信
罪
福
因
縁
。
離
於
詔
曲
。
誠
信
三
寳
。
決
定

心
。
菩
薩
如

是
常
護
善
道
。
作
是
思
惟
。

一
切
衆
生
堕
悪
道
者
。
皆
由
十
不
善
道
。
我
當
自
在
善
法
。
亦
当
爲

人
説
諸
善

法
。
示

正
行
塵
。

(十
地
品

太
字

は
引
用
者

に
よ
る
)

具
足
菩
薩
行
。
獲
如
是
大
願
。
廣

大
如
法
界
。
究
寛
如
虚
空
。
蓋
未
來
際
。
壼

一
切
劫
。
行
如
是
大
智
慧
道
。
無
有
休
息
。
又
乗
不
退
輪
。
行
菩
薩
道
。
身

口
意
業
所
作
不
空
.
衆
生
見
煮

即
必
定
佛
拷

聞
我
立・聲

即
得
眞
實
智
慧

有
見
我
煮

心
即
整

覧

籍

煩
蝿

(+
地
.叩
)

㎝

と
位
置
づ
け
、
直
心
を
持

つ
こ
と
で
第
二
地
に
入
る
こ
と
を
得
、
煩
悩

の
心
を
離
れ
て
清
浄
な
戒
律
を
保

つ
こ
と

で
あ

る
と
す

る
。

ー

第

三
の

「
明
地
」
を

欲
得
第
三
地
・
當
以
+
種
饗

何
等
爲
主

饗

一一猛
饗

三
摩
心
・
四
蒙

心
・
五
不
退
宝

ハ
堅
心
・
七
明
饗

八
葦

心
・
ガ
鷺

十
大
心
。
菩
薩
以
是
十
心
。
得
入
第
三
地
。
菩
薩
住
明
地
。
能
観

一
切
有
爲
法
如
實
相
。
所
謂
無
常
。
苦
。
無
我
。
不

浮
。
不
久
敗
壊
。
不
可
信
相
。
不
生
不

滅
。
不
從
前
際
來
。
不
去
至
後
際
。
菩
薩
如
是
観

一
切
有
爲
法
眞
實
相
。
知
諸
法
無
作
無
起
。
無
來
無
去
。

而
諸
衆
生
。
憂
悲
苦
悩
。
憎
愛
所
繋
。
無
有
停
積
。

無
定
生
塵
。
但
爲
負
恵
療

火
所
然
。
増
長
後
世
苦
悩
大
聚
。
無
有
實

性
。
猶
如
幻
化
。
見
如
是
已
。
於

一
切
有
爲
法
。
轄
復
厭
離
。
趣
佛
智
慧
。
是
菩
薩
知
如

來
智
慧
不
可
思
議
。
不
可
構
量
。
有

大
勢
力
。
無
能
勝
者
。
無
有
雑
相
。
無
有

衰
悩
。
能

至
無
畏
安
穏
大
城
。
能
救
無
量
苦
悩
衆
生
。
如
是
見
知
佛
智
無
量
。

見
爲
法
無
量
苦
悩
。

(十
地
品

太
字

は
引
用
者

に
よ
る
)

是
菩
薩
聞
諸
法
已
。
降
伏
其
心
。
於
空
閑
慮
。
心
作
是
念
。
如
説
行
者
。
乃
得
佛
法
。
但
以
口
言
。
無
有
是
庭

(十
地
品
)

と
把
握
し
、
十
種

の
深
心
を
も

ち
、
佛
法

の
如
く
行
ず

る
者
は
佛
法
を
得

る
と
す
る

の
で
あ
り
、



第
四

の

「
餓
地
」
を

欲
得
第
四
地
。
當
以
十
法
明
門
。
何
等
爲
十
。

一
観
察
衆
生
界
。

■
一
観
察
法
界
。
三
観
察

世
界
。

四
観
察
虚
空
界
。
五
観
察
識
界
。
六
観
察

欲
界
。
七
観
察

色
界
。
八
観
察
無
色
界
。
九
観
察
勝
信
解

界
。
十
観
察
大
心
界
。
菩
薩

以
此
十
法
明
門
。

得
入
第

四
地
。
菩
薩
住
焔
地
。
即
於
如
來
家
。
轄
有
勢
力
。
得
内
法

故
。
有
十
種
智
。
何
等
爲
十
。

}
心
不
退
轄
。

二
於
三
寳
中
。
得
不
壊
心
。
清
浮
畢
寛
。
三
修
観
生
滅
。
四
修
習
諸
法
本
來
不
生
。
五
常
修
習

世
間
成
壊
。
六

修

習
業
因
縁
故
有
生
。
七
修

習
分
別
生
死
浬
繋
門
差
別
。
八
修
習
衆
生
業
差
別
。
九
修
習
前
際
後
際
差
別
。
十
修
習
現
在
常
滅
不
住
行
是
十
智

心
。
得
入
第
四

地
。
菩
薩
住
餓
地
。
即
於
如
來
家
。
韓
有
勢
力
。
得
内
法
故
。

(十
地
品

太
字

は
引
用
者

に
よ
る
)

と
捉
え
、
法
明
門
を
得

る
こ
と

で
智
慧

と
方
便
と
所
行

と
を
清
浄

に
す

る
こ
と
で
佛
道
を
達
成
す

る
と
し
、

第
五

の

「難
勝
地
」
を

欲
得
第
五
地
。
當

以
十
平
等
心
。
何
等
爲

十
。

一
過
去
佛
法
平
等
。

二
未
來
佛
法
平
等
。

三
現
在
佛
法
平
等
。

四
戒
浮
平
等
。
五
心
浄
平
等
。

六
除
見
疑
悔
浮

平
等
。
七
道
非
導

平
等
。
八
行
知
暴

平
等
。
九
堕

.提
分
法
韓
勝
浄
平
等
。
+
化
衆
生
浮
平
等
。
豊
口薩
以
、疋
+
平
慧

。
得
入
第
五
地
.
韮
.藍

講

地
.

㎝

善
修
菩
提
法
故
。
深
心
清
浮
故
。
求
轄
勝
道
故
。
則
得
佛
。
是
菩
薩
得
大
願
力
故
。
慈
悲
心
不
捨

一
切
故
。
得
念
慧
道
力
故
。
修

習
福
慧
不
捨
故
。
出
生
方
便
故
。

ー

欲
得
求
轄
勝
道
上
地

明
観
法
故
。

(十
地
品

太
字
は
引
用
者

に
よ
る
)

と
定
義

し
、
平
等
心
を
達
成
す
る

こ
と
で
、
無
明

の
闇
を
克
服

で
き
る
と
し
、
衆
生
を
救
済
す

る
た
め
に
は
世
俗

の
真
理
も
活
用

で
き
る
と
位

置
づ
け
ら
れ
、

第

六
の

「現
前
地
」
を

當

以
十
平
等
法
。
何
等
爲
十
。

一
以
無
性
故
。

一
切
法
平
等
。

二
以
無
相
故
。

一
切
法
平
等
。

三
以
無
生
故
。

■
切
法
平
等
故
。

四
以
無
成
故
。

■
切
法
平
等
。

五
以
本
來
清
浄
故
。

一
切
法
平
等
。

六
以
無
戯
論
故
。

一
切
法
平
等
。
七
以
不
取
不
捨
故
。

一
切
法
平
等
。

八
以
離
故
。

一
切
法
平
等
。

十
以
有
無

不
二
故
。

一

切
法
平
等
。
菩
薩

以
是
十
平
等
法
。
得
入
第
六
地
。
菩
薩
如
是
観

一
切
法
性
。
能

忍
随
順
得
第
六
地
。
無
生
法
忍
錐
未
現
前
。
心
己
成
就

明
利
順

忍
。
是
菩
薩

観

一
切
法
如
是
相
。

(十
地
品

太
字
は
引
用
者

に
よ
る
)

と
し
て
、
「
三
界
虚
妄
。
但
是
心
作
。
十
二
縁
分
。
是
皆
依
心
」
な
ど
の
句

に
示
さ

れ
る

「
唯
心
観
」
に
立
ち
、
貧
心
や
妄
心

が
三
界

の
幻
影
を
造

る

こ
と
を

悟
る

の
で
あ

り
、

『華
厳
経
』
と
教
育

(
一
)



『
華
厳
経
』
と
教
育

(
一
)

第
七

の

「
遠
行

地
」
を

從
方
便
慧
起

十
妙
行
。
何
等
爲
十
。
善
修
空
無
相
無
願
。
而
以
慈
悲
心
塵
在
衆
生
。
随
諸
佛
平
等
法
。
而
不
捨
供
養
諸
佛
。
常
樂
思

惟
空
智
門
。

而
廣
修
集
福

徳
資
糧
。
遠
離

三
界
。

而
荘
嚴
三
界
。
畢
尭
寂
滅
諸
煩
悩
焔
。
而
爲
衆
生
起
滅
負
圭
心療
煩
悩
法
。
随
順
諸
法
如
夢
如
水
中
月
不

二
相
。

而
起
分
別
種
種
煩
悩
。
及

不
失
業
果
報
。
知

一
切
佛
國
土
空
如
虚
空
皆
是
離
相
。
而
起
浮
國
土
行
。
知

一
切
佛
法
身
無
身
。
而
起
色
身
三
十
二
相
八
十
種
好
。
以
自
荘
嚴
。
知
諸
佛
音
聲
不

可
説
寂
滅
相
。

而
随

一
切
。
起
種
種
荘
嚴
音
聲
。
知
諸
佛
於

一
念
中
。
通
達
三
世
。

而
知
種
種
相
。
種
種
時
。
種
種
劫
。
得

阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
。
随
衆
生
信

解
。
作
如
是
説
。
是
名
從
慧
方
便
生
十
妙
行
。
菩
薩
摩
詞
薩
修
此
妙
行
。
如
是
方
便
慧
現
前
故
。
名
爲
入
七
地
。
是
菩
薩
住
七
地
。

(十
地
品

太
字

は
引

用
者

に
よ
る
)

と
規
定

し
、
十
種

の
妙
行
を
実
践
す

る

こ
と

で
、
声
聞

・
縁
覚

の
境
地

か
ら
遠
く
離
れ
た
境
地

に
達
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、

更

に
第
八

の

「
不
動
地
」
を

方
便
道
溝

善
集
助
道
溝

昊

男

諸
佛
神
力
霧

皇

.根
得
曳

常
念
随
順
如
來
々

無
畢

不
共
溝

恵

深
心
霧

成
就
穏

馨

大
慈

鋤

大
悲
不
捨
衆
生
。
修
行
無
量
智
道
。

入
諸
法
本
來
無
生
。
無
起
無
相
。
無
成
無
壊
。
無
來
無
去
。
無
初
無
中
無
後
。

入
如
來
智
。

一
切
心
意
識
。
憶
想
分
別
。
無

ー

所
貧
著
。

一
切
法
如
虚
空
性
。
是
名
菩
薩
得
無
生
法
忍
入
第

八
地
。
入
不
動
地
名
爲
深
行
菩
薩
。

一
切
世
間
所
不
能
測
。
離

一
切
相
。
離

一
切
想
。

一
切
貧
着
。

一
切
聲
聞
。
辟
支
佛
所
不
能
壊
。

(十
地
品

太
字
は
引
用
者

に
よ
る
)

と
位
置
づ
け
、
想
念
、
妄
念
貧
著
、
執
著
を
断
ち
き

っ
た
菩
薩
と
な
り
、

第
九

の

「善
慧

地
」
を

欲
求
轄
勝
寂
滅
解
脱
。
欲
轄
勝
思
惟
如
來
智
慧
。
欲
入
如
來
深
密
法
藏
。
欲
観
察
不
可
思
議
大
智
慧
。
欲

観
察
諸
陀
羅
尼
三
昧
重
令
清
浄
。
欲
令
神
通
廣
大
。

欲
分
別
世
界
差
別
。
欲
修
諸
佛
力
無
所
畏
不
共
法
。
無
能
壊
者
。
欲

順
行
諸
佛
轄
法
輪
力
。
欲
不

捨
所
受
大
悲
大
願
。
菩
薩
如
是
思
惟
。
得
入
第
九
地
。

(十
地

品

太
字
は
引

用
者
に
よ

る
)

と
捉
え
た
上

で
、

最
終
段
階

の

「
法
雲
地
」
を



十
方
諸
佛
説
爲
説

三
世
智
慧
。
法
界
智
慧
。

一
切
世
界
智
慧
。
普
照
住
持

一
切
世
界
智
慧
。
大
慈
大
悲
普
覆

一
切
衆
生
智
慧
。

切
智
道
。
佛
子
。
是
名
菩
薩
摩
詞
薩
第
十
法
雲
地
。

(十
地
品

太
字

は
引
用
者

に
よ
る
)

と
描
き
、
窮
境
に
達
す

る

の
で
あ
る
。

別

の
機
会

に

"
菩
薩
"

の
修
行
を
完
遂
し
よ
う
と
す

る
善

財
童
子

の
遍
歴
を
教
育
学
的

に
考
察
し
た

い
。

學
要
言
之
。
具
足
爲
説
至

一
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『
華

厳

経

』

と

教

育

(
一
〉


